
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
〝
ヴ
ィ
ラ
ン
〟

(2)

そ
の
近
代
性
に
つ
い
て
l
・
・
・
l
l
・
・
1
-

尾

崎

寄

春

二

〝

ヴ

ィ

ラ

ソ

″

と

そ

の

周

辺

口

三

人

の

喜

劇

の

ヒ

ロ

イ

ン

ー

ビ

ア

ト

リ

ス

、

キ

ャ

サ

リ

ー

ナ

、

ヘ

リ

ナ

ー

「
悪
方
(
a
s
t
a
g
e
註
訂
i
n
)
と
は
何
か
?
明
ら
か
に
真
の
悪
党
(
a
完
a
‡
i
呂
a
i
n
)
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
私
利
私
欲
を
動
機
と
し
て
、

無
理
や
り
劇
の
プ
ロ
ッ
ト
を
押
し
進
め
て
行
く
、
機
械
的
な
人
物
(
a
m
e
r
e
m
a
c
h
i
n
e
)
で
あ
る
。
跡
目
の
相
続
を
狙
う
と
か
、
破
産
し
て
一

攫
千
金
を
狙
う
と
か
、
あ
る
い
は
恋
人
の
い
る
女
に
横
恋
慕
す
る
と
か
い
っ
た
人
物
で
あ
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
そ
の
浅
薄
さ
に
も
拘
ら

ず
、
悪
行
が
あ
る
目
的
の
た
め
の
単
な
る
一
つ
の
手
段
と
い
う
よ
り
も
も
っ
と
単
純
で
ま
た
根
深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
ド

ソ
・
ジ
ョ
ソ
は
真
の
、
生
れ
な
が
ら
の
悪
党
(
a
t
2
e
n
a
t
u
邑
主
-
a
i
n
)
で
あ
る
。
つ
ま
り
悪
意
の
人
物
(
a
m
a
-
e
3
-
e
ロ
t
p
e
r
S
O
n
)
な
の

だ
。
た
だ
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス
的
で
は
な
い
。
彼
は
自
分
の
悪
行
を
十
分
に
意
識
し
、
自
分
か
ら
も
ま
た
共
謀
者
か
ら
も
そ
れ
を
隠
さ
な
い
か
ら

だ
。
イ
ア
ー
ゴ
ウ
も
ま
た
真
の
悪
党
だ
が
、
彼
は
骨
の
髄
ま
で
イ
ギ
リ
ス
的
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
イ
ギ
リ
ス
の
批
評
家
が
あ
ん
な
に
も
苦
心

し
て
彼
の
イ
ク
リ
ヤ
的
性
格
を
く
ど
く
ど
し
く
述
べ
た
て
る
の
だ
。
悪
行
を
好
む
こ
と
以
外
に
動
機
が
全
く
な
い
か
ら
こ
そ
、
イ
ア
ー
ゴ
ウ
は

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
〝
ヴ
ィ
ラ
ソ
″
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二

何
だ
か
だ
と
自
分
の
悪
事
の
動
機
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
に
彼
は
一
身
の
利
益
を
は
か
る
に
お
さ
お
さ
怠
り
な
く
、
悪
事
を
楽
し

み
な
が
ら
私
腹
を
こ
や
し
、
昇
進
を
は
か
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
悪
行
の
方
法
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
的
な
の
だ
。
…
…
悪
事
の
た
め
の
悪
事
と

い
う
の
は
、
芸
術
の
た
め
の
芸
術
と
同
様
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
は
魅
力
が
な
い
。
従
っ
て
、
云
え
る
こ
と
は
、
も
し
イ
ギ
リ
ス
人
が
悪
党
な
ら
、

彼
は
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
の
よ
う
に
で
は
な
く
、
イ
ア
ー
ゴ
ウ
の
よ
う
に
話
す
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。
イ
ギ
リ
ス
人
と
は
、
こ
う
い
う
人
種
だ
か

ら
、
悪
事
に
よ
っ
て
得
る
も
の
が
な
く
な
れ
ば
、
通
常
、
悪
事
を
止
め
、
金
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
美
徳
の
方
を
、
は
っ
き
り
、
好
み
さ
え
す
る
。

要
す
る
に
、
厳
密
に
云
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
道
徳
的
で
な
い
の
だ
。
彼
は
、
ま
ず
、
功
利
主
義
者
で
あ
り
、
第
二
に
、
敬
虔
な
ロ
マ
ソ
テ
ィ

シ
ス
ト
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
の
考
え
で
は
、
毎
日
の
イ
ギ
リ
ス
の
芝
居
に
出
て
く
る
悪
党
や
主
人
公
は
、
す
べ
て
、
悪
玉
や
善
玉
で
、

真
の
悪
党
や
主
人
公
で
は
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
た
、
ド
ン
・
∴
シ
ョ
ソ
の
よ
う
な
真
の
悪
党
が
現
わ
れ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ロ
を
そ

①

ろ
え
て
、
不
自
然
で
我
慢
の
な
ら
な
い
舞
台
上
の
型
(
s
t
a
g
e
c
O
n
く
e
n
t
i
。
n
)
だ
と
云
っ
て
非
難
す
る
の
で
あ
る
。
」

一
流
の
皮
肉
と
毒
舌
を
ま
じ
え
て
、
ド
ン
・
ジ
ョ
ソ
を
真
の
悪
党
と
し
て
弁
護
す
る
の
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・

シ
ョ
ー
だ
が
、
し
か
し
シ
ョ
ー
に
も
拘
ら
ず
、
そ
し
て
ド
ン
・
ジ
。
ソ
に
限
ら
ず
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
人
物
が
、
そ
の
人
物
の
現

わ
れ
る
劇
の
性
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
・
フ
ラ
イ
に
云
わ
せ
れ
ば
、
ド
ン
・
ジ
ョ

③

ソ
は
「
ア
ソ
テ
ィ
コ
ミ
ッ
ク
・
ム
ー
ド
の
焦
点
」
を
形
作
る
「
技
術
上
の
悪
党
」
(
t
h
e
t
e
c
h
n
i
c
a
-
註
-
a
i
n
)
で
あ
り
、
ま
た
、
愛
を

主
題
と
す
る
喜
劇
に
あ
っ
て
こ
れ
を
脅
し
、
そ
の
成
就
で
あ
る
結
婚
に
対
し
て
シ
ニ
カ
ル
な
態
度
-

W
h
a
t
i
s
h
e
f
O
r
a
f
0
0
〓
h
a
t
b
e
t
r
O
t
h
s
h
i
m
s
e
-
f
t
O
u
n
q
u
i
e
t
ロ
e
S
S
叫
(
I
.
i
i
i
.
畠
-
u
O
)

ー
を
と
る
人
物
と
し
て
登
場
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
何
物
で
も
な
い
(
這
I
c
a
n
c
r
c
S
S
h
i
m
a
n
y
w
a
y
こ
b
-
e
s
∽
m
y
S
e
-
鴫



e
く
e
r
y
W
a
y
㌧
I
I
.
i
i
i
.
雷
ム
ー
)
。
事
実
、
彼
は
、
己
れ
の
悪
巧
み
の
結
果
を
見
と
ど
け
る
や
、
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
て
、
二
度
と
現
わ

れ
な
い
の
で
あ
る
。
シ
ョ
ー
に
云
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
一
文
に
も
な
ら
な
い
悪
事
を
悪
事
の
た
め
に
行
う
と
こ
ろ
が
ド
ン
・
ジ

m
ソ
の
イ
ギ
リ
ス
的
で
な
い
所
以
で
あ
り
、
ま
た
其
の
悪
党
た
る
所
以
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
彼
が
影
の
う
す
い
存
在
で

あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
程
、
こ
の
喜
劇
の
コ
ミ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
、
支
配
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
、

ま
た
、
ク
ロ
ー
デ
ィ
オ
ウ
と
オ
セ
ロ
ウ
、
ヒ
ア
ロ
ウ
と
デ
ズ
デ
ィ
モ
ウ
ナ
、
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
と
イ
7
㌧
コ
ウ
を
比
べ
て
み
れ
ば
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
悲
劇
の
世
界
で
は
夫
婦
の
仲
を
引
き
裂
き
、
二
人
の
破
滅
を
も
た
ら
す
イ
リ
ユ
ー
ジ
ョ
ソ
が
、
喜
劇
の
世
界
で

⑤

は
愛
と
秩
序
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
程
ま
で
に
「
す
べ
て
は
め
で
た
く
終
る
」
と
い
う
喜
劇
の
仮
説
が
、
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
の
喜
劇
で
は
、
決
定
的
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
仮
説
も
、
こ
の
時
期
の
他
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
の
喜
劇
と
比
べ
る
と
き
、
『
む
だ
騒
ぎ
』
に
お
い
て
は
、
か
な
り
の
無
理
、
緊
張
が
感
じ
ら
れ
る
。
少
し
角
度
を
変
え
て
み
れ
ば
、

ド
グ
ベ
リ
や
ヴ
ァ
ー
ジ
ス
の
い
な
い
世
界
、
状
況
が
ド
ン
・
ジ
ョ
ソ
に
味
方
し
て
、
ヒ
ア
ロ
ウ
が
(
比
喩
的
に
で
な
く
)
現
実
に
死
ぬ

世
界
が
、
垣
間
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
に
も
拘
ら
ず
、
『
む
だ
騒
ぎ
』
が
、
最
も
「
愉
快
な
」
(
h
a
p
p
y
)
と
は
云
え
な
い
ま
で
も
、

最
も
「
快
活
な
」
(
g
a
y
)
喜
劇
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
一
つ
間
違
え
ば
悲
劇
に
な
り
か
ね
な
い
深
刻
な
要
素
を
含
ん
だ
主
筋
(
ヒ
ア

P
ウ
=
ク
ロ
ー
デ
ィ
オ
ウ
)
か
ら
、
喜
劇
精
神
の
化
身
と
も
云
う
べ
き
ビ
ア
ト
リ
ス
=
ベ
ニ
デ
ィ
ッ
ク
の
傍
筋
(
こ
れ
は
、
ド
グ
ペ
ソ

⑦

や
ヴ
ァ
ー
ジ
ス
と
と
も
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
自
身
の
創
作
に
よ
る
)
に
重
点
が
移
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
べ
ニ
デ
ィ
ッ
ク
と
ビ
ア
ト

サ

ー

ク

ル

⑧

リ
ス
が
、
い
わ
ば
機
智
の
輪
で
劇
全
体
を
囲
い
込
ん
で
し
ま
っ
て
、
悲
劇
的
な
要
素
を
不
当
に
の
さ
ば
ら
せ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
ド
ソ
・
ジ
ョ
ソ
が
、
シ
。
I
の
云
う
「
真
の
悪
党
」
で
あ
れ
、
ブ
ラ
ッ
ド
ブ
ル
ッ
ク
の
云
う
「
機
械
的
な
悪
玉
」
で
あ
れ
、

彼
に
、
〃
ヴ
ィ
ラ
ソ
〃
と
し
て
の
精
彩
が
な
く
、
対
照
的
に
、
陽
気
で
快
活
な
ど
ア
ト
リ
ス
が
、
強
い
自
主
性
と
鋭
い
知
性
、
そ
し

て
多
分
に
個
人
主
義
的
な
傾
向
を
与
え
ら
れ
て
、
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
の
も
不
思
議
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

〝

ヴ

ィ

ラ

ソ

〟
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四

な
性
質
は
〃
ヴ
ィ
ラ
ソ
〃
に
お
い
て
否
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
ビ
ア
ト
リ
ス
は
、
喜
劇
の
世
界
に
お
い
て
、
ど
の

よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
?

ド
ゥ
ヴ
ァ
・
ウ
ィ
ル
ス
ソ
に
よ
れ
ば
、
ビ
ア
ト
リ
ス
は
「
知
力
の
持
ち
主
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
絶
え
ず
用
い
る
こ
と

に
喜
び
を
見
出
す
、
英
文
学
に
お
け
る
、
恐
ら
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
に
お
け
る
、
最
初
の
女
性
」
で
あ
り
、
「
メ
レ
デ
ィ
ス
が

⑳

好
ん
で
描
い
た
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
後
期
の
解
放
さ
れ
た
知
性
を
も
つ
女
性
の
走
り
」
で
あ
る
。
こ
の
自
我
の
強
い
近
代
的
女
性
に
、

優
雅
に
し
て
因
襲
的
な
世
界
に
住
む
貴
族
た
ち
が
(
ベ
ニ
デ
ィ
ッ
ク
も
含
め
て
)
ふ
り
ま
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
た
と
え
こ

れ
が
沈
滞
し
た
喜
劇
の
世
界
に
活
気
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
は
云
え
、
あ
ま
り
に
も
辛
辣
な
(
ご
0
0
C
u
r
S
t
r
I
I
∴
.
N
N
)
「
毒
舌
の

君
」
(
h
ヨ
q
L
a
d
y
T
O
n
g
も
-
声
i
.
N
澄
)
ビ
ア
ト
リ
ス
の
自
己
中
心
的
な
態
度
(
も
れ
r
d
y
D
i
s
d
a
i
n
r
l
∴
二
義
は
、
「
社
会
」
の⑩

あ
り
方
と
し
て
は
、
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。
特
に
喜
劇
の
世
界
は
愛
の
世
界
で
あ
る
。
愛
に
対
す
る
侮
蔑
嘲
笑
は
許
さ
れ
な
い
。

と
い
う
訳
で
、
独
身
主
義
を
標
傍
す
る
(
I
.
i
.
N
念
)
べ
ニ
デ
ィ
ッ
ク
(
h
a
p
邑
e
s
s
e
d
t
y
r
a
n
t
t
O
t
h
e
i
:
e
誉
れ
a
n
O
b
s
t
i
n
a
t
e
h
e
邑
i
c

i
n
t
h
e
d
e
s
p
i
t
e
O
f
b
e
a
u
t
y
r
:
こ
き
N
u
?
づ
と
ビ
ア
ト
リ
ス
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
人
を
「
愛
」
に
よ
っ
て
懲

ら
し
め
、
二
人
の
あ
ま
り
に
も
奔
放
な
自
我
を
矯
正
し
ょ
う
と
す
る
企
ら
み
が
、
ド
ソ
・
ジ
ョ
ン
の
悪
巧
み
と
並
行
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
喜
劇
の
世
界
に
あ
っ
て
も
、
ビ
ア
ト
リ
ス
の
よ
う
な
個
人
主
義
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
喜
劇
は
喜
劇
な
り
の

や
り
方
で
、
こ
の
行
き
す
ぎ
を
た
し
な
め
る
の
で
あ
る
。
ビ
ア
ト
リ
ス
を
立
ち
聞
き
さ
せ
て
お
い
て
、
ヒ
ア
ロ
ウ
は
ア
ー
シ
ュ
ラ
を

相
手
に
、
べ
ニ
デ
ィ
ッ
ク
を
は
め
ち
ぎ
り
、
ビ
ア
ト
リ
ス
の
高
慢
な
、
自
己
中
心
的
な
態
度
を
激
し
く
非
難
す
る
-

O
g
O
d
O
二
〇
く
e
一
I
k
ロ
O
W
h
e
d
O
t
h
d
e
s
e
r
諾

A

仇

m

u

C

h

a

s

m

a

y

b

e

y

i

e

-

d

e

d

t

O

a

m

a
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‥
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O
h
b
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S
t
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h
B
e
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b
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a
n
d
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Q
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3
r
i
d
e
s
p
a
r
k
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的
i
n
h
e
r
e
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e
s
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M
i
s
p
r
i
s
i
n
的
W
h
a
t
t
h
e
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-
0
0
k
昌
V
a
n
d
訂
r
賢
へ

霹
賢
浣
賢
苺
哀
こ
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ざ
t
h
a
ニ
O
h
e
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a
t
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C
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0
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Q
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こ
ト
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、
こ
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′
ぎ
＼
-
二
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、
三
・
＼
、
、
・
i
こ
ミ
.
ミ
手
、
＼
ミ
、
.

・
幸
二
:
こ
ン
ふ
・
こ
、
・
ト
l
、
、
ご
、
,

(
l
I
-
.
i
.
彗
1
g
い
m
y
i
t
a
-
i
c
s
)
-

ア
ー
シ
ェ
フ
は
、
そ
の
通
り
、
本
当
に
い
け
ま
せ
ん
わ
ね
え
と
合
槌
を
う
ち
、
立
ち
聞
く
ビ
ア
ト
リ
ス
か
ら
は
〓
昌
も
な
い
。
ヒ
ア

ロ
ウ
は
続
け
る
-

h
叫
へ
コ
P

I
n
e
扁
r
y
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S
a
W
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h
y
V
N
a
t
u
r
e
-
d
r
a
w
i
n
g
O
f
a
n
a
n
t
-
q
u
e
-

M

a

d

e

a

f

O

u

-

b

-

O

t

い

.

.

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
〝
ヴ
ィ
ラ
ン
″

五



シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
〝
ヴ
ィ
ラ
ソ
″

S
O
t
u
r
ロ
S
S
h
e
e
扁
r
y
m
a
n
t
h
e
w
r
O
n
g
S
i
d
e
O
u
t

.
と
】
ユ
≡
・
=
定
＼
一
:
、
こ
、
、
・
ミ
、
、
ミ
ミ
.
・
ミ
、
、
:
F
、

一
一
.
、
、
ミ
:
＼
ミ
.
こ
、
…
ミ
、
.
ご
ミ
こ
・
＼
こ
ミ
、
こ
ミ
ミ
、
、
・

冒
痙
F
S
u
叫
の
V
S
u
r
e
.
S
u
C
h
c
a
r
p
i
n
g
i
s
n
O
t
C
O
m
m
e
n
d
a
b
-
e
.

、
ト
、
ご
.
ン
∵
.
、
、
、
、
、
、
こ
、
-
.
/
÷
、
、
-
ミ
ミ
、
.
、
、
㌻
ミ
.
ミ
、
∵
′
ミ
ミ
.
一

六

ゝ
h
b
へ
へ
～
、
、
・
キ
へ
＼
k
.
へ
・
ト
、
、
～
、
～
良
計
へ
・
(
、
、
、
～
、
、
～
ヘ
リ
、
～
計
か
訂
.

(
I
I
I
.
i
.
訟
-
謡
い
m
y
i
t
a
-
i
c
s
)

ビ
ア
ト
リ
ス
と
し
て
は
痛
い
と
こ
ろ
を
突
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
女
は
、
二
人
が
立
ち
去
っ
た
後
、
木
陰
か
ら
進
み
出
て
や
っ
と

ロ

を

き

る

-

W
h
a
t
P
e
i
s
i
n
m
i
n
e
e
a
r
s
叫
C
a
n
t
h
i
s
訂
t
r
u
e
叫

S
t
a
ロ
d
I
c
O
n
d
e
m
n
。
d
㌻
r
p
H
i
d
e
a
n
d
s
c
O
r
n
S
O
m
u
C
h
叫

(
㌻
、
、
こ
ミ
さ
さ
、
ご
二
、
、
∵
、
、
、
(
、
、
、
、
ミ
年
、
こ
-
、
・
ト
ト
:
、
.
、
、
こ
、
㌧

2
0
g
-
O
r
y
-
i
扁
S
b
e
h
i
n
d
t
h
e
訂
c
k
O
f
s
u
c
h
.

A
n
d
-
B
e
n
e
d
i
c
k
二
〇
完
O
n
こ
w
i
〓
r
e
q
u
i
t
e
t
h
e
e
-

(
∵
ミ
＼
、
、
史
、
、
、
.
三
㌧
＼
ミ
㌻
、
、
・
:
、
二
、
、
.
ぺ
、
、
、
・
・
＼
、
、
.
実
㌻
、
、
l
、
∵
.

(
I
H
I
.
i
.
-
○
?
品
の
m
y
i
邑
i
c
s
)

こ
の
よ
う
に
し
て
ビ
ア
ト
リ
ス
の
個
人
主
義
が
悲
劇
的
な
結
果
に
終
ら
な
い
の
は
、
勿
論
、
こ
れ
が
喜
劇
だ
か
ら
で
あ
り
、
ま
た



ビ
ア
ト
リ
ス
自
身
、
結
局
は
、
こ
の
社
会
に
属
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
彼
女
の
自
己
中
心
的
な
態
度
も
、
り
ヴ
ィ
ラ
ソ
〃
な
い

し
〃
ヴ
ィ
ラ
ソ
〃
的
人
物
の
そ
れ
の
よ
う
に
、
「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
」
意
識
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、

想
像
を
還
し
ゅ
う
す
る
な
ら
ば
、
ビ
ア
ト
リ
ス
以
外
の
す
べ
て
の
女
性
に
愛
さ
れ
て
い
る
(
I
.
i
∴
N
㌣
○
と
一
手
フ
、
、
へ
ニ
デ
ィ
ッ
ク
が
、

ク
ロ
ー
デ
ィ
オ
ウ
も
見
抜
い
て
い
る
よ
う
に
(
h
A
n
d
n
e
完
r
C
O
u
】
d
ヨ
a
i
浄
a
i
n
h
i
s
p
a
r
t
㌻
～
H
旨
旨
へ
.
甘
忌
旦
二
詳
琶
準
I
I
.
i
∴
琶
㌣

u
単
m
y
i
邑
i
c
s
)
、
無
理
を
し
て
、
頑
固
に
美
を
嘲
笑
す
る
異
端
者
(
恕
単
こ
.
N
u
千
〇
の
役
を
演
じ
る
の
も
、
ビ
ア
ト
リ
ス
の
才
気

と
美
貌
に
引
か
れ
て
い
た
(
が
、
愛
を
打
ち
あ
け
て
嘲
笑
さ
れ
る
の
が
恐
ろ
し
か
っ
た
)
-

三
t
h
e
r
e
㌦
h
e
r
c
O
u
S
i
n
[
㌻
V
B
e
a
t
r
i
c
e
]
二
≡
葉
罠
ざ
窒
:
宣
ご
ざ
莞
憲
軋
畢
生
㌻
「
甘
さ
e
8
C
e
e
d
s
h
e
r
[
叫
.
へ
.
-
H
e
r
O
]

a
s
B
u
C
h
i
n
訂
a
u
t
y
a
s
t
h
e
豊
里
O
f
M
a
y
d
O
t
h
t
h
e
】
a
s
t
O
f
D
e
c
e
m
b
e
r
.
(
I
∴
.
-
ゆ
N
ふ
い
m
y
i
邑
i
c
s
)

ー
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
ビ
ア
ト
リ
ス
の
方
も
、
ベ
ニ
デ
ィ
ッ
ク
ら
の
凱
旋
を
聞
き
知
っ
て
皆
と
一
緒
に
迎
え
に
出
、
ま
ず
べ
ニ

デ
ィ
ッ
ク
の
安
否
を
尋
ね
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
に
引
か
れ
な
が
ら
も
尚
、
機
智
問
答
(
h
a
k
i
n
d
O
f
m
e
r
r
y
w
a
r
V

-

ト
a
s
k
i
r
m
i
s
h
。
f
w
i
t
r
I
∴
・
浩
∵
監
)
で
彼
を
悩
ま
せ
る
の
は
、
才
に
た
け
た
女
性
に
共
通
の
自
尊
心
と
乙
女
と
し
て
の
誇
り

⑩(
ハ
m
a
i
d
e
コ
p
邑
e
J
の
故
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
己
れ
が
可
愛
い
く
て
(
へ
s
O
S
e
-
f
・
e
n
d
e
a
r
e
d
J
、
人

を
愛
せ
る
筈
が
な
い
。
真
の
恋
を
選
ぶ
者
は
、
自
己
愛
を
捨
て
、
己
れ
の
す
べ
て
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
ー

へ
w
h
O
C
h
0
0
S
e
t
h
m
e
m
u
s
t
g
i
扁
a
已
h
a
N
a
r
d
a
l
-
h
e
h
a
t
h
㌧

(
叫
が
へ
旨
コ
訂
ミ
亀
扇
3
訂
こ
I
.
鼓
.
ゆ
ー
e
t
c
.
)

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

〝

ヴ

ィ

ラ

ン

〟

七



シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
〝
ヴ
ィ
ラ
ソ
〟

ノし

I
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
ト
リ
ッ
ク
に
か
か
っ
て
、
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
る
決
心
を
し
た
ビ
ア
ト
リ
ス
ー

C
O
n
t
e
m
p
t
二
a
r
e
w
e
≡
a
n
d
m
a
i
d
e
n
p
r
i
d
e
Y
P
d
i
e
u
二
≡
.
i
.
-
○
豊

I

と

べ

ニ

デ

ィ

ヅ

ク

ー

I
m
u
s
t
ロ
O
t
胃
e
m
p
r
O
u
d
‥
h
a
p
p
y
a
r
e
t
h
e
y
t
h
a
t
h
e
a
r
t
h
e
i
r
d
e
t
r
a
c
t
i
O
n
S
a
n
d
c
a
n
p
u
t
t
h
e
m
t
O
m
e
n
d
i
n
g
,

(
I
I
∴
i
i
.
N
u
①
⊥
○
)

ー
が
、
「
教
会
の
場
」
(
H
く
.
i
.
)
で
再
び
会
す
る
と
き
、
ヒ
ア
ロ
ウ
の
不
幸
を
目
の
あ
た
り
に
見
た
両
者
の
、
半
ば
と
ま
ど
い
気

味
の
無
口
さ
と
、
そ
の
言
葉
少
な
さ
に
う
か
が
わ
れ
る
、
相
手
に
対
す
る
こ
ま
や
か
な
思
い
や
り
に
、
自
己
中
心
的
な
態
度
を
去
っ

た
新
ら
し
い
意
識
1
-
畠
u
t
u
a
】
a
w
a
r
e
n
e
s
s
I
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
自
我
の
強
い
ビ
ア
ト
リ
ス
と
べ
モ
デ
ィ
ッ
ク
に
対
す
る
、
「
愛
」
に
よ
る
矯
正
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
主
題
か
ら

切
り
離
さ
れ
た
、
独
立
し
た
も
の
で
は
な
い
。
善
意
の
企
ら
み
に
よ
っ
て
、
内
向
的
な
、
独
り
よ
が
り
の
自
愛
か
ら
、
外
向
的
な
、

己
れ
の
す
べ
て
を
与
え
る
相
互
の
愛
に
目
覚
め
た
ビ
ア
ト
リ
ス
と
べ
ニ
デ
ィ
ッ
ク
は
、
「
愛
の
嘲
笑
者
が
愛
の
虜
に
な
る
」
と
い
う

喜
劇
の
パ
タ
ン
を
踏
み
な
が
ら
も
、
愛
の
本
質
に
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
場
合
ほ
ど
明
確
で
な
い
主
筋
の
主
人
公
ク
ロ
ー

デ
ィ
オ
ウ
の
心
の
変
化
に
光
を
あ
て
、
こ
の
喜
劇
の
モ
ラ
ル
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。



と
こ
ろ
で
、
ビ
ア
ト
リ
ス
と
べ
ニ
デ
ィ
ッ
ク
の
強
い
自
我
を
囁
正
し
、
彼
ら
を
結
び
つ
け
る
た
め
に
並
行
し
て
行
わ
れ
る
二
つ
の

善
意
の
企
ら
み
は
、
一
見
似
て
は
い
る
が
、
そ
こ
に
微
妙
な
違
い
の
あ
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ブ
ラ
ッ
ド
ブ
ル
ッ
ク
も

指
摘
す
る
よ
う
に
、
べ
ニ
デ
ィ
ッ
ク
に
対
す
る
企
ら
み
は
、
む
し
ろ
彼
の
憐
れ
み
の
情
に
訴
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
-

R
H
d
O
n
O
t
t
a
k
e
p
i
t
y
O
h
h
e
r
こ
a
m
a
ま
己
巴
n
こ
f
I
d
O
n
〇
二
〇
く
e
h
e
r
こ
a
m
a
l
e
w
…
.
(
l
I
∴
i
i
,
N
ロ
ム
)

1
、
ビ
ア
ト
リ
ス
の
場
合
は
、
後
に
ロ
ザ
リ
ン
ド
が
フ
ィ
ー
ビ
を
、
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
が
オ
リ
グ
ィ
ア
を
、
こ
っ
ぴ
ど
く
誉
め
る
よ
う

に
、
ヒ
ア
ロ
ウ
の
非
難
の
言
葉
で
ビ
ア
ト
リ
ス
の
プ
ラ
イ
ド
を
打
ち
の
め
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
に
は
、
他
の
女
性
の
口
を
通
し
て
の
批
判
が
、
女
性
の
我
を
折
る
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
辛
辣
な
毒
舌

家
(
へ
a
c
u
r
s
t
s
h
r
e
w
「
∴
コ
罵
㌦
詳
=
産
・
-
く
∴
i
・
-
∞
∞
)
と
し
て
は
ビ
ア
ト
リ
ス
の
前
身
と
も
云
う
べ
き
「
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
」
キ
ャ
サ
リ
ー

ナ
の
、
妹
や
「
未
亡
人
」
を
戒
め
て
、
妻
と
し
て
の
務
め
を
説
く
大
演
説
も
、
や
は
り
、
同
じ
性
質
の
も
の
と
云
え
る
か
も
知
れ
な

い
。
た
だ
、
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
は
、
そ
の
前
に
、
女
性
の
言
葉
に
よ
っ
て
で
な
く
、
男
性
の
強
引
な
力
に
よ
っ
て
、
矯
正
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

★

一
体
に
、
喜
劇
の
女
主
人
公
は
、
悲
劇
に
現
わ
れ
る
女
性
と
違
っ
て
(
マ
ク
ベ
ス
夫
人
と
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
、
そ
れ
に
、
両
者
ほ
ど
で
は
な

い
が
、
ジ
ュ
ー
リ
ニ
ッ
ト
は
、
顕
著
な
例
外
で
あ
る
)
、
生
き
生
き
と
し
た
個
性
を
も
っ
た
女
性
(
.
a
n
a
t
t
喜
t
i
記
I
S
O
p
h
i
s
t
i
c
a
t
e
d
-
h
i
g
h
・

S
p
i
r
i
t
e
d
g
i
I
-
二
i
p
e
f
C
r
m
a
t
r
i
m
C
n
y
J
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
主
性
の
強
い
女
性
が
、

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

〝

ヴ

ィ

ラ

ソ

り

九



シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

〝

ヴ

ィ

ラ

ソ

〟

意
外
に
多
い
。
何
故
だ
ろ
う
か
?
今
こ
こ
で
結
論
を
出
す
だ
け
の
十
分
な
用
意
は
な
い
が
、
要
す
る
に
、
人
物
が
女
性
で
あ
り
、

状
況
が
喜
劇
の
世
界
で
あ
り
、
主
題
が
復
讐
だ
と
か
天
下
・
国
家
に
か
か
わ
る
よ
う
な
深
刻
な
も
の
で
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ

ろ
が
、
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
の
場
合
の
よ
う
に
、
夫
か
ら
の
独
立
宣
言
で
あ
り
、
究
極
の
と
こ
ろ
ロ
マ
ソ
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ヴ
だ
と
い
う
こ

と
が
主
な
原
因
で
は
な
か
ろ
う
か
ア
ロ
マ
ソ
ス
の
世
界
で
は
、
何
と
云
っ
て
も
、
女
性
が
恋
の
女
王
で
あ
る
。
彼
ら
が
、
結
婚
の
相

手
で
あ
る
男
性
よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
生
気
と
才
気
と
光
彩
を
も
っ
て
描
か
れ
、
筋
の
展
開
に
よ
り
積
極
的
な
貢
献
を
な
し
て
い
る

の
も
、
あ
る
い
は
当
然
か
も
知
れ
な
い
し
、
一
方
、
男
性
が
(
ビ
ル
ー
ソ
や
べ
ニ
デ
ィ
ッ
ク
を
除
い
て
ー
し
か
し
彼
ら
と
て
、
ロ
ザ
ラ
イ

ン
や
ビ
ア
ト
リ
ス
の
前
で
は
受
け
太
刀
で
あ
る
。
顕
著
な
例
外
は
、
「
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
」
を
馴
ら
す
フ
ァ
ル
ス
の
主
人
公
ピ
ト
ル
ー
チ
オ
ウ
、
ぐ
ら
い

の
も
の
で
あ
ろ
う
)
も
ひ
と
つ
映
え
な
い
の
も
、
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
、
喜
劇
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
中
世

ロ
マ
ン
ス
に
お
け
る
よ
う
に
、
恋
が
仕
合
わ
せ
な
結
末
に
い
た
る
前
に
、
何
ら
か
の
試
鎌
を
受
け
る
の
だ
が
、
こ
の
試
鎌
に
耐
え
き

れ
ず
、
心
変
り
を
す
る
の
は
(
ク
レ
シ
ダ
は
別
と
し
て
)
、
オ
ー
シ
ー
ノ
ウ
も
認
め
る
よ
う
に
ー

…
h
O
W
e
く
e
r
W
e
d
O
p
r
a
i
s
e
O
u
r
S
e
T
e
S
-

O
u
r
㌻
n
c
i
e
s
a
r
e
m
O
r
e
g
i
d
d
y
a
n
d
u
n
P
m
-

M
O
r
e
-
O
n
g
i
n
g
I
W
a
扁
r
i
n
g
-
S
0
0
n
e
r
H
O
S
t
a
n
d
w
O
r
n
-

T
h
a
P
W
O
m
e
n
㌦
a
r
e
.

(
3
艮
顎
ご
扇
甘
こ
I
∴
く
.
∽
∽
ふ
)

ー
男
性
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
し
て
、
女
性
に
は
、
試
鎌
に
耐
え
る
強
い
愛
の
み
な
ら
ず
、
男
性
の
あ
や
ま
ち
を
許
す
力
を
も
与
え

⑱

ら
れ
て
い
る
の
が
常
で
あ
る
。
『
夏
の
夜
の
夢
』
で
心
変
り
を
し
た
り
、
惚
れ
薬
を
つ
け
ら
れ
た
り
す
る
の
も
、
(
夫
の
云
う
こ
と
を



き
か
ぬ
た
め
懲
ら
し
め
ら
れ
る
妖
精
の
女
王
テ
ィ
タ
ー
ニ
ア
を
険
い
て
)
男
性
で
あ
り
、
ま
た
、
夫
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
、

I
w
O
u
-
d
m
y
㌻
t
h
e
r
H
e
e
k
d
b
u
t
w
i
t
h
m
y
e
y
e
s
.

二
.
U
、
P
、
壬
、
、
ミ
=
・
・
ン
が
＼
、
、
.
ン
‡
:
ミ
.
【
∴
二
千

と
云
っ
て
、
父
に
、
そ
し
て
国
法
に
た
て
つ
く
バ
ー
、
、
、
ア
が
、
結
局
は
、
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、

I
n
s
u
c
h
a
b
u
s
i
ロ
e
∽
∽
g
i
記
m
e
】
e
a
く
e
t
O
u
S
e

T
h
e
h
e
】
p
O
f
m
i
n
e
O
W
n
e
y
e
S
,

(
』
～
㌔
一
寅
鼓
∵
ヨ
ざ
罷
b
y
謙
一
寄
声
∴
戸
∴
i
i
.
日
干
ひ
)

⑲

と
い
う
バ
ー
ト
ラ
ム
の
抗
議
が
容
れ
ら
れ
ず
、
逆
に
、
ヘ
リ
ナ
の
願
い
が
か
な
え
ら
れ
て
「
す
べ
て
が
め
で
た
く
終
る
」

(
?
)
の

も
、
劇
の
性
格
の
違
い
は
勿
論
の
こ
と
と
し
て
、
喜
劇
の
世
界
に
お
け
る
女
性
と
男
性
の
役
割
の
相
違
と
無
関
係
で
は
な
さ
そ
う
に

思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
い
ま
「
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
が
」
と
云
っ
た
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
の
独
立
宣
言
は
、
も
し
こ
れ
が
悲
劇
の
世
界
で
あ
っ
た

と
し
た
ら
、
そ
し
て
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
が
男
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
一
変
し
て
、
容
易
な
ら
ぬ
大
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
「
対
応
の
原
理
」
に
従
え
ば
、
家
庭
内
に
お
け
る
夫
婦
の
関
係
は
、
国
家
に
お
け
る
君
臣
の
そ
れ
に
等
し
く
、
夫

に
対
す
る
服
従
を
拒
否
す
る
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
の
態
度
は
、
国
王
に
そ
む
く
反
逆
者
の
そ
れ
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
正
し
い
小
箱

を
選
ん
だ
バ
ッ
サ
ー
ニ
オ
ウ
に
ポ
ー
シ
ャ
は
服
従
を
誓
い
ー

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

〝

ヴ
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穐
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ー
-
、
夫
の
身
勝
手
を
憤
る
エ
イ
ド
リ
ア
ー
ナ
に
対
し
て
妹
ル
ー
シ
ア
ー
ナ
が
諌
め
て
云
う
ー
-

ト
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〇
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∴
干
(
、
y
、
=
(
一
=
、
、
⊥
寸
、
・
、
き
.
コ
.
i
二
‥
T
に
J
t

こ
の
よ
う
な
気
俵
勝
手
(
苗
e
a
d
s
t
r
O
n
g
-
i
b
e
r
t
y
J
は
、
喜
劇
の
世
界
に
あ
っ
て
も
、
ま
た
女
性
で
あ
っ
て
も
、
許
さ
れ
る
こ
と
で
は

な
い
。
い
か
に
も
男
性
的
な
力
強
さ
に
あ
ふ
れ
る
ピ
ト
ル
ー
チ
オ
ウ
の
強
引
な
矯
正
に
あ
っ
て
、
女
性
と
し
て
の
自
覚
に
立
ち
か
え

り
、
貞
淑
な
妻
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
は
、
幕
切
れ
に
お
い
て
、
夫
の
気
紛
れ
に
不
服
面
を
し
て
い
る
妹
ビ
ア
ソ

カ
と
「
未
亡
人
」
を
諌
め
て
大
演
説
を
ぶ
つ
の
で
あ
る
-

F
i
e
I
許
…
u
n
k
n
i
t
t
h
a
t
t
h
r
e
a
t
e
n
i
n
g
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)

バ
ッ
サ
ー
ニ
オ
ウ
に
対
す
る
ポ
ー
シ
ャ
そ
の
ま
ま
の
言
葉
に
続
け
て
、
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
は
、
さ
ら
に
男
女
の
分
を
説
く
-
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ダ
ッ
シ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
し
ば
し
ば
無
秩
序
を
「
転
倒
」
-
真
の
関
係
の
転
倒
-
-
と
し
て
表
現
し

て
い
る
。
『
マ
ク
ベ
ス
』
の
魔
女
の
恐
る
べ
き
原
理
の
転
倒
(
高
a
i
r
i
s
㌻
u
H
Y
a
n
d
f
O
u
〓
S
㌻
i
コ
「
I
.
i
.
ロ
)
や
ミ
ル
ト
ソ
の
セ
イ

タ
ン
の
叫
び
(
∴
口
主
b
e
t
h
O
u
m
y
G
0
0
d
r
p
、
d
L
計
へ
卜
邑
u
B
k
.
H
く
こ
.
u
O
)
を
思
い
出
し
て
も
よ
い
。
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
は
先
の
言

葉
に
続
け
て
云
う
ー
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一

六

現
代
人
の
目
に
は
、
『
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
馴
ら
し
』
は
、
あ
る
い
は
、
活
発
で
個
性
の
強
い
女
性
が
と
ほ
う
も
な
い
大
言
壮
語
の
無
頼

漢
の
暴
力
に
脅
さ
れ
て
、
み
じ
め
に
も
屈
従
す
る
、
怪
し
か
ら
ぬ
話
と
映
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
女
性
が
「
馴
ら

さ
れ
る
」
の
を
見
る
の
は
、
面
白
く
も
な
い
、
む
し
ろ
痛
ま
し
く
、
不
愉
快
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
エ
リ
ザ

ベ
ス
朝
の
観
客
の
目
に
は
、
こ
れ
は
、
ピ
ト
ル
ー
チ
オ
ウ
の
家
庭
と
い
う
小
王
国
に
起
っ
た
内
乱
と
映
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
臣
下

(
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
)
が
国
王
(
ピ
ト
ル
ー
チ
オ
ウ
)
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
、
国
王
は
こ
れ
を
力
で
征
圧
す
る
。
臣
下
は
過
ち
を
認
め
、

そ
し
て
す
べ
て
は
め
で
た
く
終
る
と
い
う
ふ
う
に
。
こ
の
よ
う
に
、
「
秩
序
」
の
破
壊
を
目
論
む
と
い
う
、
当
時
に
あ
っ
て
は
こ
の

上
な
い
大
罪
を
そ
の
テ
ー
マ
に
含
み
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
の
は
、
こ
れ
が
結
局
は
喜
劇
で
あ
り
、
ま
た
反
逆
の
恐
ろ

し
さ
や
邪
悪
さ
で
な
く
、
そ
の
愚
か
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
勝
負
は
、
初
め
か
ら
、
き
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
へ
ソ
リ
四
世
』
の
反
逆
者
た
ち
が
多
分
に
滑
稽
に
描
か
れ
て
い
る
の
も
、
や
は
り
、
同
じ
事
情
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
」
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
の
こ
の
よ
う
な
行
動
は
、
「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
」
的
な
人
物
の
そ
れ
と
比
べ
あ
わ
せ

て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
リ
チ
ャ
ド
三
世
の
行
動
は
、
彼
の
お
か
れ
た
状
況
-
そ
れ
は
当
時
の
「
秩
序
」
の
観
念
と

内
面
・
外
面
の
「
対
応
」
の
原
理
、
お
よ
び
「
テ
ユ
ー
ダ
王
朝
の
神
話
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
～
に
あ
っ
て
は
、
あ
の
よ

う
に
し
か
行
動
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
彼
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
不
具
の
肉
体
は
、
も
し
力
と
恐
怖
に
よ
っ
て
他
を
抑
え

つ
け
な
い
限
り
、
彼
を
他
人
の
、
と
く
に
女
性
の
、
嘲
笑
の
的
に
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
に
と
っ
て
残
さ
れ
た
道
は
、
聖
者
の
如

き
忍
従
に
甘
ん
じ
る
か
、
そ
れ
と
も
彼
が
実
践
し
た
悪
行
に
走
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
、
前
著
の
風
を
し
ば
し

ば
装
い
な
が
ら
も
、
(
前
も
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
)
後
者
の
行
動
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
単
に
そ
の
皮
肉
な
ユ
ー
モ
ア
や
賢
し
さ
に
心

な
ら
ず
も
引
か
れ
、
ま
た
貨
讃
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
の
秩
序
に
対
す
る
挑
戦
者
に
自
己
を
見
出
し
、
一
時
的
に
も
せ
よ
、

ま
た
想
像
の
上
だ
け
で
も
、
義
理
人
情
の
束
縛
や
倫
理
的
な
考
慮
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
限
り
な
い
解
放
感
を
味
わ
う
と
い



う
、
観
衆
の
心
の
奥
に
ひ
そ
む
根
強
い
傾
向
の
故
に
、
観
衆
の
心
を
と
ら
え
て
放
さ
な
い
、
生
き
生
き
と
し
た
、
魅
力
的
な
人
物
と

㊧

な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
は
、
リ
チ
ャ
ド
三
世
の
よ
う
な
〝
ヴ
ィ
ラ
ソ
″
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
社
会
的
な
意
味
で
の
「
ア
ウ

ト
サ
イ
ダ
」
で
も
な
い
。
し
か
し
、
「
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
」
(
t
h
e
s
h
r
e
w
O
で
m
a
d
a
n
d
h
e
a
d
賢
。
n
g
b
u
m
。
u
r
r
I
く
・
i
・
巴
N
)
と
規
定
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
女
は
、
女
性
の
お
と
な
し
さ
と
従
順
を
美
徳
と
す
る
因
襲
的
な
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
こ
こ
か
ら
彼
女
の
、
単
な
る
タ
イ
プ
で
は
な
い
、
生
き
生
き
と
し
た
性
格
が
-
気
の
強
さ
の
故
に
誰
か
ら
も
(
父
親
か
ら
さ
え
)

相
手
に
さ
れ
ず
(
れ
M
a
t
e
s
.
m
a
i
d
;
O
W
m
e
a
n
y
O
u
t
h
a
t
叫
n
O
m
a
t
e
∽
F
y
O
u
L
U
n
訂
s
y
O
u
W
e
r
e
O
f
g
e
n
t
-
e
r
V
邑
-
d
e
r
ヨ
O
u
-
d
・
.

-
I
.
i
・
訟
ふ
0
)
、
そ
の
た
め
、
大
勢
の
男
性
か
ら
ち
や
ほ
や
さ
れ
、
父
の
お
気
に
入
り
で
あ
る
妹
ビ
ア
ソ
カ
(
h
A
p
r
e
t
t
y
p
g
{
ニ
ー

㊥

I
.
i
.
謡
)
に
つ
ら
く
当
る
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
の
人
間
と
し
て
の
面
が
ー
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
自
分
の
手
に
負
え
な

い
と
分
っ
て
い
る
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
に
関
し
て
は
、
「
御
自
由
に
言
い
寄
っ
て
い
た
だ
い
て
結
構
」
(
1
.
i
.
監
)
と
云
い
、
「
何
よ
り
も

本
人
の
意
志
が
大
事
で
す
か
ら
な
」
(
H
二
.
G
O
)
と
云
い
な
が
ら
も
、
自
分
の
云
い
な
り
に
な
る
(
と
思
っ
て
い
る
の
で
)
お
気
に
入

㊥

り
の
ビ
ア
ソ
カ
の
縁
談
は
寡
婦
産
の
高
で
決
め
よ
う
と
い
う
バ
ブ
テ
ィ
ス
タ
よ
り
も
、
そ
の
よ
う
な
父
親
に
反
抗
す
る
キ
ャ
サ
リ
ー

ナ
の
方
が
、
い
か
に
人
間
ら
し
く
見
え
る
こ
と
か
。
彼
女
も
、
黙
っ
て
お
と
な
し
く
し
て
い
た
ら
、
「
競
り
」
に
か
け
ら
れ
て
い
た

か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
の
「
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
」
ぶ
り
は
、
あ
た
か
も
、
当
時
の
結
婚
の
あ
り
方
に
対

す
る
批
判
で
あ
り
、
ま
た
、
本
人
の
意
志
を
無
視
し
て
女
性
が
結
婚
と
い
う
形
で
売
ら
れ
た
り
買
わ
れ
た
り
す
る
社
会
に
あ
っ
て
、

気
に
そ
ま
ね
男
と
結
婚
さ
せ
ら
れ
な
い
た
め
に
自
尊
心
の
強
い
女
が
と
っ
た
「
自
己
防
衛
の
手
段
」
(
こ
鴫
s
h
e
b
e
c
u
r
畏
i
t
i
s
訂
【

㊥

p
O
詳
y
r
I
I
・
i
・
N
澄
)
、
あ
る
い
は
「
自
尊
心
の
発
露
」
そ
の
も
の
で
あ
る
か
の
如
き
印
象
を
さ
え
与
え
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
こ
の
よ
う
に
女
性
の
忍
従
が
当
然
と
さ
れ
て
い
る
社
会
に
お
い
て
は
、
自
分
の
意
志
を
通
そ
う
と
す
る
女
性
に
と
っ

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
〝
ヴ
ィ
ラ
ソ
〟
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一

八

て
開
か
れ
た
道
は
二
つ
し
か
な
い
。
そ
れ
は
、
気
性
の
烈
し
い
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
の
よ
う
に
、
公
然
と
反
旗
を
ひ
る
が
え
す
か
、
そ
れ

と
も
設
滑
な
ど
ア
ン
カ
の
よ
う
に
、
瞞
着
、
術
策
、
そ
し
て
か
か
あ
天
下
(
p
e
t
t
i
c
。
a
t
g
。
記
r
n
m
e
n
t
)
と
い
う
形
で
、
最
後
に
は
思
い

を
通
す
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
お
も
て
向
き
は
黙
っ
て
服
従
す
る
と
い
う
、
廻
り
く
ど
い
、
し
か
し
通
常
よ
り
効
果
的
な
方
法
を
と

る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
お
と
な
し
い
ビ
ア
ソ
カ
の
忍
従
は
、
彼
女
の
(
あ
き
ら
か
に
目
前
に
い
る
求
婚
者
た
ち
を
意
識
し
て
計
算
さ
れ

た
)
最
初
の
言
葉
-

S
i
s
t
e
r
-
C
O
n
t
e
n
t
y
O
u
i
n
m
y
d
i
s
c
O
n
t
e
n
t
・

S
i
r
二
〇
y
O
u
r
p
訂
a
s
u
r
e
h
u
m
b
-
y
H
s
u
b
s
c
r
i
b
e
‥

M
y
b
0
0
k
s
a
n
d
i
n
s
t
r
u
m
e
ロ
t
S
S
h
巴
-
b
e
m
y
c
O
m
p
a
n
y
-

O
n
t
h
e
m
t
O
-
0
0
k
a
n
d
p
r
a
c
t
i
s
e
b
y
m
y
s
e
-
f
.

(
I
.
i
.
∞
?
∞
∽
)

I
が
示
す
よ
う
に
、
装
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
人
の
同
情
を
ひ
き
な
が
ら
、
彼
女
の
愛
を
求
め
て
い
さ
か
う

㊥

求
婚
者
た
ち
を
思
い
の
ま
ま
に
操
っ
て
楽
し
む
ビ
ア
ソ
カ
は
、
な
か
な
か
の
し
た
た
か
者
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
求
婚
者
の
一
人

で
あ
っ
た
ポ
ー
テ
ソ
シ
オ
ウ
が
、

K

i

ロ

d

n

e

s

s

i

n

w

O

m

e

n

.

ロ

O

t

t

h

e

i

r

b

e

a

u

t

e

O

u

S

-

0

0

k

s

V

S
h
a
-
-
w
i
n
m
y
】
○
扁
∵
:

(
I
く
.
i
i
.
臣
-
N
)



と
云
っ
て
ビ
ア
ン
カ
(
ご
h
i
s
p
r
。
u
d
d
i
s
d
a
i
n
f
u
-
h
a
g
g
a
r
d
r
I
く
・
i
i
ふ
き
を
あ
き
ら
め
、
「
実
の
あ
る
」
金
持
ち
の
未
亡
人
と
結
婚
す

る
の
も
、
あ
る
い
は
、
当
然
か
も
知
れ
な
い
。
「
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
」
娘
が
貞
淑
な
妻
と
な
り
、
お
と
な
し
い
娘
が
結
婚
す
る
と
我
の
強

い
女
に
な
る
と
い
う
結
末
は
、
予
期
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ぐ
フ
ラ
イ
も
云
う
よ
う
に
、
「
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
」
は
馴
ら
す
こ
と
が
で

き
て
も
、
猫
か
ぶ
り
の
ビ
ア
ソ
カ
を
馴
ら
す
こ
と
は
、
明
ら
か
に
、
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
意
図
が
、
反
逆
の
愚
か
さ
の
諷
刺
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
当
時
の
結
婚
の
風
習
の
諷
刺
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
ま

た
、
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
の
「
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
」
ぶ
り
が
持
ち
前
の
も
の
で
あ
れ
、
自
主
性
を
守
る
た
め
に
装
わ
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
と
も

か
く
、
因
襲
的
な
社
会
に
公
然
と
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
、
独
立
心
に
と
む
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
は
、
そ
の
故
に
、
そ
の
挫
折
が
近
代
人

に
と
っ
て
痛
ま
し
く
、
同
情
を
さ
え
ひ
く
程
に
(
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
ほ
ど
で
は
な
い
が
)
、
生
き
生
き
と
し
た
個
性
を
も
っ
た
人
物
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
と
く
に
近
代
人
に
訴
え
る
、
「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
」
的
人
物
に
共
通
し
た
特
徴
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
観
衆
は
、
こ
の
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
の
反
逆
精
神
に
強
く
心
を
ひ
か
れ
な
が
ら
も
、
な
お
、
最
後
に
生
ま
れ
変
っ
た
よ

う
に
な
っ
て
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
、
女
性
の
、
そ
し
て
妻
と
し
て
の
、
義
務
を
説
く
彼
女
に
拍
手
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
丁
度
リ
チ
ャ
ド
三
世
の
強
烈
な
個
性
に
魅
せ
ら
れ
、
彼
に
同
化
し
て
、
彼
と
と
も
に
だ
ま
さ
れ
や
す
い
人
間
を
さ
げ
す
み
、

無
情
な
宇
宙
の
法
則
の
働
き
に
憤
り
を
感
じ
な
が
ら
も
、
な
お
、
こ
の
「
血
に
飢
え
た
犬
」
(
ご
h
e
b
-
。
C
d
y
d
。
g
l-
知
町
訂
乱
書
く
.

ヂ
N
)
の
破
滅
に
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
で
あ
ろ
う
よ
う
に
。

★喜
劇
の
世
界
に
お
い
て
も
、
個
人
主
義
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
ビ
ア
ト
リ
ス
も
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お

か
れ
た
喜
劇
(
あ
る
い
は
フ
ァ
ル
ス
)
の
世
界
に
ふ
さ
わ
し
い
方
法
で
自
己
中
心
的
な
態
度
を
矯
正
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
お
か
れ

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア
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〝

ヴ
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た
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
に
め
ざ
め
て
、
仕
合
わ
せ
な
結
末
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
社
会
的
・

階
級
的
な
意
味
で
、
「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
」
で
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
喜
劇
の
世
界
に
一
人
、
肉
親
も
な
く
、
身
分
も
な
く
、
己
れ
の
孤
独
と
疎
外
を
痛
ま
し
い
ま
で
に
意
識
し
-

↓
i
s
p
i
t
y
-

…
t
h
a
t
w
e
二
h
e
p
0
0
r
e
r
b
O
r
ロ
ー

W
h
O
S
e
b
a
s
e
r
s
t
a
r
s
d
O
S
h
u
t
u
s
u
p
i
n
w
i
s
h
e
s
V

M
i
g
h
t
w
i
t
h
e
詳
c
t
s
O
f
t
h
e
m
㌻
-
-
O
W
O
u
r
E
e
ロ
d
s
-

A
n
d
s
h
O
W
W
h
a
t
w
e
a
-
O
n
e
m
u
S
t
t
h
i
n
k
.
w
h
i
c
h
ロ
e
く
e
r

R
e
t
u
r
n
s
u
s
t
h
a
n
k
s
.

(
I
.
i
.
-
器
も
0
0
)

-
、
た
だ
己
れ
の
「
美
質
」
(
ご
日
。
r
i
t
r
I
・
i
・
N
畠
)
、
つ
ま
り
「
自
然
」
の
み
を
頼
り
に
、
「
運
命
」
に
逆
ら
っ
て
思
い
を
遂
げ
よ

う
と
す
る
女
主
人
公
が
い
る
。
彼
女
の
最
初
の
言
葉
-

ー
d
O
a
詳
c
t
a
s
O
r
r
O
W
i
n
d
e
e
d
.
b
u
t
I
h
a
く
e
i
t
t
〇
〇
.

(
H
∴
.
の
平
山
)

-
が
、
表
裏
二
面
の
意
味
を
も
つ
、
曖
味
な
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
彼
女
の
お
か
れ
た
立
場
を
暗
示
し
て
い
る
と
云
え
る
で
あ
ろ

う
。
彼
女
は
、
勿
論
、
ベ
ッ
キ
・
シ
ャ
ー
プ
ー



S
h
e
h
a
d
n
e
扁
r
b
e
e
n
m
u
c
h
O
f
a
d
i
拐
e
m
b
-
e
r
I
u
n
t
i
P
ロ
O
W
h
e
こ
O
n
e
】
i
n
e
s
s
t
a
u
g
h
t
h
e
r
t
O
訂
i
g
ロ
.

(
一
軒
蚤
ヾ
知
音
㍉
E
く
e
r
y
m
a
n
㌦
L
i
b
r
a
r
y
J
p
.
-
ひ
)

I
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
女
の
お
か
れ
た
立
場
は
、
ベ
ッ
キ
の
そ
れ
に
酷
似
し
て
い
る
と
は
云
え
る
で
あ
ろ
う
1

;
、
ミ
、
、
ミ
ミ
、
■
こ
、
二
、
、
へ
∴
こ
ミ
ミ
.
y
P
E
t
F
・
‡
二
一
(
〒
′
′
を
r
1
.
;
こ
ミ
ニ
、
ミ
、
、
ミ
、
王
、
こ
、
…
、
千
、
ミ
・
、
ミ
、
P
・
、
ミ
、
、
、
、
.
一
=
、
ミ
、

訂
さ
こ
§
守
月
明
鳶
P
n
d
w
h
i
-
e
t
h
a
二
i
t
t
-
e
p
i
n
k
・
f
a
c
e
d
c
h
i
t
A
m
e
-
i
a
,
W
i
t
h
n
O
t
h
a
-
f
m
y
s
e
n
s
e
Y
h
a
s
t
e
ロ

t
h
O
u
S
a
ロ
d
p
O
呂
d
s
a
ロ
d
§
毘
註
寮
計
宗
ミ
宗
旨
ぶ
p
0
0
r
R
e
b
e
c
c
a
(
a
n
d
m
y
紆
u
r
e
i
s
f
a
r
b
e
t
t
e
r
t
h
a
n
h
e
r
s
)

ぎ
:
、
、
、
(
一
二
ミ
・
土
、
∴
、
、
、
.
こ
ミ
・
三
こ
、
・
i
、
:
、
二
、
・
、
、
く
、
こ
.
1
1
二
、
.
、
ミ
、
、
.
‥
二
二
、
.
、
、
、
.
一
∴
i
:
・
ミ
ミ
、
、
㌢
三
・
己
:
、
、
■
∴
(
・
ま

§
訂
ミ
記
⊇
巴
へ
ヨ
軋
ミ
昌
§
C
♪
a
n
d
i
f
s
O
m
e
d
a
y
O
r
t
h
e
O
t
h
e
r
I
c
a
n
n
O
t
S
h
O
W
M
i
s
s
A
m
e
-
i
a
m
y
r
e
a
-
s
u
p
e
r
i
・

O
E
y
O
完
r
h
e
r
…
∴
Y
T
h
u
s
i
t
w
a
s
t
h
a
t
O
u
一
二
i
t
t
㌃
∴
3
m
a
n
t
i
c
f
r
i
e
n
d
訂
r
m
e
d
5
.
S
i
O
n
S
O
f
t
h
e
f
u
t
u
r
e
㌻
r
h
e
r
s
e
-
誉

I
n
O
r
m
u
S
t
W
e
b
e
s
c
a
n
d
a
-
i
s
e
d
t
h
a
t
L
ロ
a
E
h
e
r
c
a
s
t
H
e
s
i
n
t
h
e
a
i
r
I
a
h
u
s
b
a
ロ
d
w
a
s
t
h
e
p
r
i
n
c
i
p
a
H
i
ロ
h
a
b
i
t
・

a
n
t
.
O
h
w
h
a
t
e
-
s
e
h
a
く
e
y
O
u
n
g
-
a
d
i
e
s
t
O
t
h
i
n
粁
Y
b
u
t
h
u
s
b
a
n
d
s
～
O
f
w
h
a
t
e
-
s
e
d
O
t
h
e
i
r
d
e
a
r
m
a
m
m
a
s

E
=
k
リ
.
.
、
、
、
…
ン
、
＼
、
‥
、
、
.
‥
・
=
ミ
、
、
ミ
、
、
ミ
ミ
㌧
∵
・
l
三
h
E
F
′
・
′
・
三
、
、
こ
、
㌢
・
宣
、
ミ
＼
・
:
＼
、
ミ
＼
、
、
.
卜
:
ミ
、
.
き
き
、
.
ミ
、
・
と
、
与
へ
ミ
へ
.
1
、
、
.

a
s
註
e
t
h
O
u
g
h
t
O
く
e
r
h
e
ェ
i
t
t
】
e
邑
肪
a
d
扁
芝
u
完
W
i
t
h
l
O
∽
S
e
d
-
e
y
,
(
誌
註
-
p
.
∞
き
ヨ
y
i
t
a
】
i
c
s
)

こ
と
の
つ
い
で
に
、
サ
ッ
カ
リ
自
身
の
ペ
ソ
キ
に
対
す
る
弁
明
を
ひ
い
て
お
こ
う
I

I
t
i
s
i
n
t
h
e
邑
己
r
e
a
n
d
i
ロ
S
t
i
n
c
t
O
f
s
O
m
e
W
O
m
e
n
・
許
S
へ
ミ
・
q
S
も
軒
旨
監
へ
鳶
も
軋
旨
ミ
旨
賢
へ
当
a
n
d
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:
w
i
s
h
a
n
y
r
e
s
p
e
c
t
e
d
b
a
c
h
e
】
O
r
t
h
a
t
r
e
a
d
s
t
h
i
s
m
a
y
t
a
k
e
t
h
e
s
O
r
t
t
h
a
t
b
e
s
二
i
k
e
s
h
i
m
・

(
寧
試
I
p
.
-
$
W
m
y
i
t
a
一
i
c
も

と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
女
主
人
公
は
、
ま
っ
た
く
寄
る
辺
が
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
社
会
的
地
位
を
望
む
野
心
家
で
も

な
い
。
彼
女
に
野
心
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
た
だ
、
「
恋
に
お
け
る
野
心
」
(
ご
ナ
e
a
m
b
i
t
i
。
n
i
n
B
y
-
。
く
e
「
}
・
i
・
-
0
-
)
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
彼
女
は
子
供
の
と
き
か
ら
一
緒
に
育
っ
た
若
者
(
こ
e
ま
∈
s
h
【
y
h
a
n
d
s
。
m
e
も
m
a
n
W
i
t
h
w
h
。
m
告
ぎ
甘
註
註
s
h
。

㊥

C
。
u
-
d
b
e
d
e
s
p
e
r
a
t
e
】
y
i
n
I
。
く
e
J
と
の
結
婚
を
望
む
だ
け
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
彼
女
を
絶
望
に
お
と
し
入
れ

る
に
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
ー

、
T
w
e
r
e
a
-
H
O
n
e

T
h
a
ニ
s
h
O
u
-
d
-
○
く
e
a
b
r
i
g
h
t
p
a
r
t
i
c
u
l
a
r
s
t
a
r

A

n

d

t

h

i

n

k

t

O

W

e

d

i

t

V

h

e

i

s

s

O

a

b

O

く

e

m

e

‖

I
n
h
i
s
b
r
i
g
h
t
r
a
d
i
a
n
c
e
a
n
d
c
O
ロ
a
t
e
r
a
〓
i
g
h
t

M
u
s
t
}
b
e
c
O
m
f
O
r
t
e
d
-
n
O
こ
n
h
i
s
s
p
h
e
声

T
h
e
a
m
b
i
t
i
O
n
i
n
m
y
-
○
く
e
t
h
u
s
p
-
a
g
u
e
s
i
t
s
e
-
T

T
h
e
h
i
n
d
t
h
a
t
w
O
u
-
d
b
e
m
a
t
e
d
b
y
t
h
e
-
i
O
n

M
u
s
t
d
i
e
f
O
r
)
○
く
e
.

(
-
∴
.
宗
1
}
○
∽
)



そ
れ
は
、
た
だ
、
今
日
で
云
う
「
身
分
の
違
い
」
1
r

l
a
m
f
r
O
m
h
u
m
b
-
e
V
h
e
f
r
O
m
h
O
n
O
u
r
d
n
a
m
e
=

N
O
n
O
t
e
u
p
O
n
m
y
p
a
r
e
n
t
S
u
h
i
s
a
-
-
n
O
E
e
∵
:

(
I
∴
i
i
.
-
毘
-
〕
)

ー
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
ド
ゥ
ヴ
ァ
・
ウ
ィ
ル
ス
ン
も
云
う
よ
う
に
、
当
時
に
あ
っ
て
は
、
「
身
分
の
違
い
」
(
d
i
詳
r
・

㊨

e
n
c
e
s
。
ご
a
n
k
)
は
、
今
日
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
程
に
重
大
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
(
自
分
が
仕
え
る
オ
リ
グ
ィ
ア
姫
と

の
結
婚
に
よ
り
立
身
を
夢
み
る
て
ル
グ
ォ
ウ
リ
オ
ウ
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
、
い
わ
ば
喜
劇
的
な
社
会
的
制
裁
を
考
え
て
み
る
と
よ
い
。
)
そ
れ
は

⑭

こ
の
「
貧
し
い
医
者
の
娘
」
に
、
一
時
は
、
彼
女
の
激
し
い
思
い
を
あ
き
ら
め
さ
せ
る
程
に
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
が
、
彼
女
の
恋

人
に
つ
い
て
パ
リ
に
出
立
し
ょ
う
と
す
る
現
実
家
パ
ロ
リ
ス
(
P
a
邑
訂
)
と
の
「
処
女
性
」
に
関
す
る
対
話
～
-

…
H
t
i
s
n
O
t
p
O
-
i
t
i
c
i
n
t
h
e
c
O
m
m
O
n
W
e
a
-
t
h
O
f
3
監
§
q
t
O
p
r
e
S
e
r
く
e
3
.
r
g
i
n
i
t
y
‥
‥
T
h
e
r
e
㌦
-
i
E
e
c
a
n
b
e
s
a
i
d

i
n
ゴ
ゴ
s
a
g
a
i
n
s
t
t
h
e
E
e
O
f
ざ
諷
§
ベ
‥
:
B
e
s
i
d
e
s
V
く
i
r
g
i
n
i
t
y
i
s
音
量
監
-
号
も
邑
二
も
♪
ヨ
白
熱
亀
治
雫
㌻
ぶ

w

h

i

c

h

i

s

t

h

e

m

O

S

t

i

n

h

i

b

i

t

e

d

s

i

n

i

n

t

h

e

c

a

n

O

n

‥

:

(
I
.
i
.
-
〕
∞
1
①
二
島
-
ゆ
ー
ー
笥
ふ
○
)

I
が
、
彼
女
の
考
え
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
一
人
舞
台
に
残
っ
て
独
自
す
る
彼
女
の
言
葉
に
は
決
然
た
る

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

〝

ヴ

ィ

ラ

ン

〟



シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
〝
ヴ
ィ
ラ
ソ
〟

響
き
が
感
じ
ら
れ
る
-

O
u
r
r
e
m
e
d
i
e
s
O
f
t
i
n
O
u
r
S
e
-
扁
S
d
O
-
i
e
、

W
h
i
c
h
w
e
a
s
c
r
i
b
e
t
O
h
e
a
諾
ロ
‥
t
h
e
許
t
e
d
s
k
y

G
i
扁
S
u
切
才
e
e
s
c
O
p
e
V
昌
l
y
d
O
t
h
b
a
c
k
w
a
r
d
p
u
ロ

O
u
H
S
l
O
W
d
e
s
i
g
n
s
w
h
e
n
w
e
O
u
r
S
e
r
e
∽
a
r
e
d
u
)
L

(
I
.
i
.
帖
∽
T
合

㊥

こ
の
よ
う
な
不
吉
な
(
少
な
く
と
も
当
時
の
観
客
に
と
っ
て
)
、
「
有
限
性
・
究
極
性
の
原
理
」
を
無
視
し
た
言
葉
を
吐
く
の
は
、
誰
で

あ
ろ
う
?
陰
謀
を
企
む
キ
ャ
シ
ア
ス
ー

M

e

n

a

t

s

O

m

e

t

i

m

e

a

r

e

m

a

s

t

e

r

s

O

h

t

h

e

i

r

f

a

t

e

切

‥

T
h
e
㌻
u
-
t
}
d
e
a
r
P
E
u
s
-
i
s
n
O
t
i
n
O
u
r
S
t
害
S
-

出
u
t
i
n
O
G
r
S
e
F
e
S
こ
h
a
t
w
e
a
r
e
u
n
d
e
r
H
i
ロ
g
S
.

(
争
議
已
(
㌢
簑
薫
こ
.
i
i
.
-
∽
竿
β
)

I
だ
ろ
う
か
?
そ
れ
と
も
、



…
ゴ
s
i
n
O
u
r
S
e
l
く
e
S
t
h
a
t
w
e
a
r
e
t
h
u
s
O
r
t
h
u
s
.

(
○
旨
軋
ざ
I
.
i
i
i
.
∽
N
N
ム
)

と
う
そ
ぶ
く
イ
ア
ー
ゴ
ウ
か
?
後
に
こ
の
人
物
の
独
り
言
を
立
ち
聞
い
た
執
事
は
次
の
よ
う
に
伝
え
る
1

句
O
r
t
u
n
e
"
.
h
e
s
a
i
d
-
W
a
S
n
O
g
O
d
d
e
s
s
二
h
a
t
h
a
d
p
u
t
s
u
c
h
d
i
詳
r
e
n
c
e
b
e
t
w
i
已
t
h
e
i
r
t
w
O
e
S
t
a
t
e
S
"
L
O
く
e
P
O

g
O
d
こ
h
a
t
w
O
u
l
d
ロ
O
t
e
巴
e
n
d
h
i
s
m
i
g
h
t
二
U
n
-
y
w
h
e
r
e
q
u
a
-
i
t
i
e
s
w
e
r
e
-
e
鼓
"
D
i
a
n
n
O
q
u
e
e
n
O
f
ま
r
g
i
n
s
-

t
h
a
t
w
O
u
】
d
昌
詳
r
h
e
r
p
0
0
↓
k
n
i
g
h
t
s
u
r
p
r
i
s
e
d
、
W
i
t
h
O
u
t
完
S
C
u
e
i
n
t
h
e
P
s
t
a
s
s
a
u
-
t
O
r
r
a
n
∽
O
m
a
訂
r
w
a
r
d
.

(
I
.
i
i
i
.
E
u
ふ
む

「
運
命
」
に
よ
っ
て
身
分
を
へ
だ
て
ら
れ
、
さ
り
と
て
一
生
ダ
イ
ア
ナ
に
清
ら
か
な
処
女
の
身
を
捧
げ
る
こ
と
も
出
来
ず
、
か
な
わ

ぬ
恋
に
身
を
焼
く
こ
の
女
性
が
頗
る
べ
き
も
の
は
何
で
あ
っ
た
か
7

倍
以
外
に
な
い
。
先
の
言
葉
に
続
け
て
、
彼
女
は
、
独
自
す
る
!

「
恋
に
身
分
の
上
下
な
し
」
と
す
る
、
人
間
の
「
自
然
」
の

T
h
e
m
i
各
t
i
e
s
t
s
p
a
c
e
i
n
㌻
r
t
u
n
e
g
旨
⊇
b
r
i
n
g
s

T
O
j
O
i
n
-
i
k
e
-
i
k
e
s
a
n
d
k
i
s
s
】
i
k
e
n
a
t
i
く
e
t
h
i
n
g
s
.

(
I
∴
∴
昼
丁
空
m
y
i
t
a
-
i
c
s
)

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア
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〝

ヴ

ィ

ラ

ソ

〟



シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

〝

ヴ

ィ

ラ

ン

〟

二

六

こ
れ
ま
で
に
も
例
の
あ
る
こ
と
。
そ
れ
に
彼
女
は
「
自
然
」
か
ら
豊
か
な
天
分
を
授
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
示
し
て
、
恋
を
得
ら
れ

な
か
っ
た
例
は
な
い
-

I
m
p
O
S
S
i
b
-
e
b
e
s
t
r
a
n
的
e
a
t
t
e
m
p
t
S
t
O
t
h
O
S
e

T
h
a
t
w
e
i
g
h
t
h
e
i
r
p
a
i
n
s
i
n
s
e
n
s
e
a
n
d
d
O
S
u
p
p
O
S
e

W
h
a
t
h
a
t
h
b
e
e
n
c
a
ロ
n
O
t
b
e
‥
W
h
O
e
く
e
r
S
t
r
O
く
e

T
O
S
h
O
W
h
e
r
m
e
r
i
t
こ
h
a
t
d
i
d
m
i
s
s
h
e
r
-
○
扁
叫

T
h
e
k
i
n
g
、
s
d
i
s
e
a
s
e
-
さ
こ
j
ぎ
:
ぷ
:
訂
計
空
鳶

、
E
、
、
、
.
一
・
、
ミ
ミ
、
、
.
′
≒
一
⊥
㌣
.
【
二
、
、
、
.
、
〔
、
、
、
ミ
、
…
㌢
、
、
、
、
ミ
.

(
I
.
i
.
豊
中
ふ
さ
m
y
i
邑
i
c
s
)

王
の
病
を
利
用
(
?
)
し
て
、
こ
れ
を
治
す
こ
と
に
よ
り
思
い
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
「
医
者
の
娘
」
の
、
こ
の
明
確
な
目
的
意
識
と
強

固
な
意
志
は
、
リ
チ
ャ
ド
三
世
な
ど
の
〝
ヴ
ィ
ラ
ソ
〃
に
も
引
け
を
と
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
す
べ
て
は
、
彼
女
の
痛
切
な

疎
外
意
識
に
発
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
人
物
こ
そ
、
云
う
ま
で
も
な
い
、
『
末
よ
け
れ
ば
総
て
よ
し
』
の
女
主
人
公
、
ヘ
リ
ナ
(
H
e
L

e
n
a
)
で
あ
り
、
彼
女
が
思
い
を
寄
せ
て
い
る
相
手
と
は
、
彼
女
が
身
を
寄
せ
て
い
る
ル
シ
オ
ソ
公
爵
夫
人
(
t
h
e
C
。
u
n
t
e
S
切
。
f
R
O
u
・

s
i
ロ
。
n
<
『
・
∴
国
父
S
i
】
】
i
。
n
J
の
一
子
バ
ー
ト
ラ
ム
(
B
e
r
冨
m
)
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
ヘ
リ
ナ
は
、
こ
の
「
問
題
劇
」
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
?
彼
女
も
、
ピ
ア

ト
リ
ス
、
あ
る
い
は
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
の
よ
う
に
、
方
法
こ
そ
違
え
、
何
ら
か
の
矯
正
な
い
し
批
判
を
う
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
?



た
し
か
に
、
バ
ー
ト
ラ
ム
の
愛
を
求
め
る
ヘ
リ
ナ
の
ひ
た
む
き
な
態
度
は
、
彼
女
に
対
し
て
同
情
的
な
立
場
に
た
つ
公
爵
夫
人
も

認
め
る
よ
う
に
ー

E
詔
n
S
O
i
t
w
a
s
w
i
t
h
m
e
w
h
e
n
l
w
a
s
y
O
u
n
g
H

I
蝿
e
霊
r
W
e
a
r
e
n
a
t
u
r
e
〆
t
h
e
s
e
a
r
e
O
u
H
∽
"
t
h
i
s
t
h
O
r
n

D
O
t
h
t
0
0
u
r
r
O
S
e
O
f
y
O
u
t
h
r
i
g
h
t
-
y
b
e
-
O
n
g
"

O
u
r
b
-
0
0
d
t
O
u
S
二
h
i
s
t
0
0
u
r
b
-
0
0
d
i
s
訂
r
n
い

I
t
i
s
t
h
e
s
h
O
W
a
n
d
s
e
a
-
O
f
n
a
t
u
r
e
㌦
t
r
u
t
h
-

W
h
e
r
e
H
O
く
e
㌦
s
t
r
O
n
g
p
a
S
S
i
O
n
i
s
i
m
p
r
e
s
s
V
d
i
n
y
O
u
t
h
∵
:

(I.iii.-∽†豊

ー
若
い
者
に
と
っ
て
は
「
自
然
」
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
「
自
然
」
も
、
一
歩
あ
や
ま
れ
ば
、
エ
ド
マ
ン
ド

㊥

の
「
自
然
」
(
ご
h
e
u
n
r
e
s
t
r
p
i
n
e
d
s
e
】
訂
e
e
粁
i
義
。
h
D
芝
琶
巴
i
m
p
u
】
s
e
V
。
r
h
e
的
O
t
i
s
m
J
と
区
別
が
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
公
爵
夫
人

も
、
ヘ
リ
ナ
の
態
度
を
一
応
は
認
め
な
が
ら
も
、
な
お
、
そ
れ
を
過
ち
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
ー

B
y
O
u
r
r
e
m
e
m
b
r
a
n
c
e
s
O
h
d
a
y
s
㌢
r
腐
呂
e
、

S
u
c
h
w
e
完
O
u
r
b
鼓
耳
O
r
t
h
e
n
w
e
t
h
O
u
g
h
t
t
h
e
m
n
O
n
e
.

(
I
∴
i
i
.
-
麻
?
ご
m
y
i
t
a
詳
S
)

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

〝

ヴ

ィ

ラ
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〟

二
七



シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

〝

ヴ

ィ

ラ

ン

″

二

八

そ
し
て
へ
リ
ナ
自
身
、
所
期
の
目
的
を
遂
げ
て
後
、
自
分
の
過
ち
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
公
爵
夫
人
に
よ
っ

て
で
は
な
い
。
公
爵
夫
人
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ソ
ス
王
も
含
め
て
、
バ
ー
ト
ラ
ム
を
除
く
他
の
す
べ
て
の
人
物
は
、
ヘ
リ
ナ
の
美
質

と
智
恵
と
勇
気
と
、
そ
し
て
美
し
さ
(
こ
れ
す
べ
て
「
自
然
」
の
賜
物
)
を
賞
讃
す
る
1

…
f
O
H
a
ロ
t
h
a
t
-
i
f
e
c
a
n
り
P
t
e

W
O
r
t
h
n
a
m
e
O
f
E
e
i
n
t
h
e
e
h
a
t
h
e
s
t
i
m
a
t
e
.

Y
O
u
t
h
"
b
e
a
u
t
y
V
W
i
s
d
O
m
Y
C
O
宅
a
g
e
V
a
ロ

T
h
a
t
h
a
p
p
i
n
e
s
s
a
n
d
p
r
i
m
e
c
a
n
h
a
p
p
y
c
a
〒
…

(
I
I
.
i
.
-
紀
-
ひ
)

そ
し
て
、
ヘ
リ
ナ
に
、
夫
に
選
ば
れ
た
バ
ー
ト
ラ
ム
が
驚
い
て
、

A
p
0
0
r
p
h
y
s
i
c
i
a
n
㌦
d
a
u
g
h
t
e
r
m
y
w
i
訂
叫
D
i
s
d
a
i
n

R
a
t
h
e
r
c
O
r
r
u
p
t
m
e
e
く
e
r
叫

(II.iii.-N早∽)

と
叫
ぶ
と
き
、
王
は
、
ヘ
リ
ナ
と
の
約
束
が
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
が
(
h
M
y
h
。
ロ
O
u
r
㌦
a
ニ
h
e
切
t
a
訂
「
I
I
∴
i
i
・
-
浣
)
、
バ
ー
ト

ラ
ム
を
さ
と
し
て
(
.
P
r
O
u
d
s
c
O
r
已
u
-
b
。
y
-
u
n
W
。
r
t
h
y
t
h
i
s
g
。
鼠
色
ぎ
「
巳
・
i
i
i
・
-
切
∞
)
、
こ
ん
こ
ん
と
其
の
「
名
誉
」
を
説
く
の

で
あ
る
。

王
は
、
ま
ず
、
身
分
と
血
筋
に
こ
だ
わ
る
バ
ー
ト
ラ
ム
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
き
始
め
る
ー



↓
i
s
O
n
】
y
t
i
t
l
e
t
h
O
u
d
i
s
d
a
i
n
g
i
n
h
e
r
二
h
e
w
h
i
c
h

-
c
a
n
F
i
】
d
名
.
S
t
r
a
n
g
e
i
s
i
t
t
h
a
t
O
u
r
b
-
0
0
d
s
l

O
鴫
C
0
1
0
u
r
u
W
e
i
g
h
t
-
a
n
d
h
e
a
t
.
p
O
u
r
d
a
-
〓
O
g
e
t
h
e
r
I

W
O
u
-
d
q
u
i
t
e
c
O
n
f
O
u
n
d
d
i
s
t
i
n
c
t
i
O
n
Y
y
e
t
S
t
a
n
d
O
鞠

ー
n
d
i
詳
r
e
n
c
e
s
s
O
m
i
g
h
t
y
.

(
I
H
.
i
i
i
.
-
N
†
∞
)

そ
し
て
、
実
質
を
見
ず
、
名
の
み
に
と
ら
わ
れ
る
愚
か
さ
を
諭
し
て
、
言
葉
を
続
け
る
の
で
あ
る
-

I
f
s
h
e
b
e

A
l
〓
h
a
t
i
s
d
一
.
r
t
u
O
u
S
-
S
a
記
W
h
a
t
t
h
O
u
d
i
s
-
i
k
e
s
t
"

A
p
0
0
r
p
h
y
s
i
c
i
a
n
㌦
d
a
u
g
h
t
e
r
こ
h
O
u
d
i
s
-
i
k
e
s
t

O
h
5
.
r
t
u
e
訂
r
t
h
e
n
a
m
e
二
呂
t
d
O
n
O
t
S
O
‥

F
r
O
m
-
O
W
e
S
t
p
-
a
c
e
w
h
e
n
S
.
r
t
u
O
u
S
t
h
i
n
g
s
p
r
O
C
e
e
d
V

T
h
e
p
-
a
c
e
i
s
d
i
g
n
i
許
d
す
t
h
e
d
O
e
訂
d
e
e
d
‥

W
h
e
r
e
g
r
e
a
t
a
d
d
i
t
i
O
n
S
S
W
e
-
-
〆
a
n
d
d
■
.
r
t
u
e
n
O
ロ
e
V

I
t
i
s
a
d
r
O
p
S
i
e
d
h
O
n
O
u
r
.
G
0
0
d
a
-
O
n
e

H
s
g
0
0
d
w
i
t
h
O
u
t
a
n
a
m
e
.
く
i
】
e
n
e
s
s
i
s
s
O
‥

T
h
e
p
r
O
p
e
r
t
y
b
y
w
h
a
t
i
t
i
s
s
h
O
u
-
d
g
O
V

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
〝
ヴ
ィ
ラ
ソ
〟

元



シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
〝
ヴ
ィ
ラ
ソ
〟

Z
e
t
b
y
t
h
e
t
E
e
.

(IH.iii.-N㌣∽豊

も
と
も
と
、
名
誉
だ
の
身
分
だ
の
と
い
う
も
の
は
、
初
め
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
行
い
と
美
質
を
伴
っ

て
初
め
て
与
え
ら
れ
る
も
の
。
身
分
が
な
く
と
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
働
き
と
美
質
が
あ
れ
ば
、
身
分
は
自
然
に
伴
う
こ
と
に
な
ろ

㊥

う
し
、
名
誉
の
家
に
生
れ
つ
い
て
も
、
先
祖
に
恥
じ
な
い
美
質
が
な
け
れ
ば
、
却
っ
て
家
名
の
汚
れ
-

S
h
e
i
s
y
O
u
ロ
g
-
W
i
s
e
二
a
i
r
い

H
n
t
h
e
s
e
t
O
n
a
t
u
H
O
S
h
e
㌦
i
m
m
e
d
i
a
t
e
h
e
i
r
-

A
n
d
t
h
e
s
e
b
r
e
e
d
h
O
n
O
u
r
‥
t
h
a
t
i
s
h
O
n
O
u
r
㌦
s
c
O
r
n
-

W
h
i
c
h
c
h
a
-
-
e
ロ
g
e
S
i
t
s
e
】
f
a
s
h
O
n
O
u
r
㌦
b
O
r
n

A
n
d
i
s
n
O
t
-
i
k
e
t
h
e
s
i
r
e
‥
h
O
n
O
u
r
S
t
h
r
i
く
e
-

W
h
e
n
r
a
t
h
e
r
㌢
O
m
O
u
r
a
C
t
S
W
e
t
h
e
m
d
e
r
i
く
e

T
h
a
n
O
u
r
f
O
r
e
g
O
e
誘
∵
:

(
I
H
∴
i
i
.
-
∽
乎
監
)

こ
れ
は
、
先
に
、
パ
リ
に
旅
立
つ
息
子
バ
ー
ト
ラ
ム
に
公
爵
夫
人
が
別
れ
に
の
ぞ
ん
で
与
え
た
言
葉
-

B
e
t
h
O
u
b
-
e
s
t
-
B
e
r
t
r
a
m
"
a
n
d
s
u
c
c
e
e
d
t
h
y
㌻
t
h
e
r

I
n
S
§
ミ
「
♪
a
S
i
n
旨
苺
た
t
h
y
監
宍
軋
a
n
d
e
斗
語
馬



C
O
n
t
e
n
d
㌻
r
e
m
p
i
r
e
i
n
t
h
e
e
I
a
n
d
t
h
y
的
e
Q
計
へ
h
h

S
h
a
巧
e
W
i
t
h
t
h
y
か
賢
浄
且
等
こ

(
l
∴
.
↓
?
謡
い
m
y
i
t
a
-
i
c
s
)

ー
を
敷
術
し
た
も
の
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
、
バ
ー
ト
ラ
ム
を
パ
リ
に
迎
え
た
と
き
の
王
の
言
葉
-

Y
O
u
t
h
こ
h
O
u
b
e
a
r
㌦
t
t
h
y
f
a
t
h
e
r
が
f
a
c
e
い

F
r
a
n
k
ロ
a
t
u
H
e
二
a
t
h
e
r
c
u
r
i
O
u
S
t
h
a
n
i
n
h
a
s
t
e
-

H
a
t
h
w
e
ロ
c
O
B
p
O
S
e
d
t
h
e
e
.
弓
ど
こ
ざ
計
ユ
:
ま
⊇
予
言
違

誼
首
礼
註
ざ
計
訂
註
賢
竪
W
e
㌃
O
m
e
t
O
P
a
r
i
s
.

(
I
∴
i
.
-
?
N
N
"
m
y
i
t
a
-
i
c
s
)

I
を
考
え
合
わ
せ
て
も
よ
い
。
そ
し
て
目
下
の
者
に
も
高
ぶ
ら
ず
、
謙
虚
さ
を
失
わ
な
か
っ
た
、
宮
廷
人
の
鑑
と
も
云
う
べ
き
バ

ー
ト
ラ
ム
の
父
の
思
い
出
を
な
つ
か
し
げ
に
語
る
王
の
言
棄
(
I
・
i
i
・
巴
ふ
加
)
は
、
そ
の
ま
ま
、
後
に
、
、
ハ
ー
ト
ラ
ム
が
示
す
倣
慢
な
態

度
へ
の
、
皮
肉
な
コ
メ
ソ
ト
と
な
る
の
で
あ
る
。
父
親
の
「
姿
」
や
「
血
筋
」
や
「
家
柄
」
は
受
け
継
ぐ
こ
と
は
で
き
て
も
、
「
行

い
」
や
「
道
徳
的
資
質
」
は
遺
伝
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
後
者
が
な
け
れ
ば
、
「
身
分
」
や
「
名
誉
」
な
ど
、
「
い
つ
わ
り

の
墓
碑
銘
」
(
l
I
・
i
i
i
・
-
会
)
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
、
何
も
「
身
分
」
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
世
襲
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
る
社
会
的
・
伝
統
的
価
値

が
そ
れ
だ
け
で
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
よ
う
に
、
個
人
の
才
能
も
、
そ
れ
を
持
つ
人
物
如
何
に
よ
っ
て
、
善
に
も
悪
に
も
な
る
、

い
わ
ば
諸
刃
の
匁
な
の
だ
と
い
う
考
え
は
、
序
幕
で
公
爵
夫
人
が
ヘ
リ
ナ
に
つ
い
て
語
る
言
葉
-

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

〝

ヴ

ィ

ラ

ソ

〟



シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
〝
ヴ
ィ
ラ
ソ
〟

H
h
a
く
e
t
h
O
S
e
h
O
p
e
S
O
f
h
e
r
g
O
O
d
t
h
a
t
h
e
r
e
d
u
c
a
t
i
O
n
p
r
O
m
i
s
e
s
の
h
e
r
d
i
s
p
O
S
i
t
i
O
ロ
S
S
h
e
i
ロ
h
e
r
i
t
s
.
w
h
i
c
h

m
a
k
e
s
f
a
i
r
g
i
f
t
s
㌻
i
r
e
r
こ
O
r
W
h
e
r
e
a
n
u
n
c
-
e
a
n
m
i
n
d
c
a
r
r
i
e
s
5
.
r
t
u
O
u
S
q
u
a
-
i
t
i
e
s
-
t
h
e
r
e
c
O
m
m
e
n
d
a
t
i
O
n
S

g
O
W
i
t
h
p
i
t
y
"
t
h
e
y
a
r
e
S
.
r
t
u
e
S
a
n
d
t
r
a
i
t
O
r
S
t
0
0
‥
i
n
h
e
r
t
h
e
y
a
r
e
t
h
e
b
e
t
t
e
r
訂
r
t
h
e
i
r
s
i
m
p
-
e
n
e
s
s
"

s
h
e
d
e
r
i
扁
S
h
e
r
h
O
n
e
S
t
y
a
n
d
a
c
h
i
e
く
e
S
h
e
r
g
0
0
d
n
e
s
s
.

(
I
.
i
.
会
ふ
N
)

ー
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ソ
ト
な
態
度
こ
そ
、
こ
の
時
期
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
著
し
い
特
徴
な
の

で
あ
る
。

さ
て
、
諸
々
と
説
き
諭
し
き
た
フ
ラ
ソ
ス
王
は
、

W
h
a
t
s
h
O
u
l
d
b
e
s
a
i
d
叫

I
f
t
h
O
u
C
a
n
S
二
i
k
e
t
h
i
s
c
r
e
a
t
u
r
e
a
s
a
m
a
i
d
-

I
c
a
n
c
H
e
a
t
e
t
h
e
完
S
t
‥
ま
r
t
u
e
a
n
d
s
h
e

I

s

h

e

r

O

W

n

d

O

W

e

r

‥

h

O

n

O

u

r

a

n

d

w

e

a

】

t

h

P

O

m

m

e

.

(
I
I
.
i
i
i
.
-
念
⊥
巴
)

と
い
う
言
葉
で
こ
の
大
演
説
を
終
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
す
る
バ
ー
ト
ラ
ム
の
返
事
は
、
意
外
に
も
、

l
c
a
n
ロ
〇
二
〇
完
h
e
r
I
n
O
r
W
i
-
-
s
t
r
i
扁
t
O
d
O
ド

(
l
l
∴
i
i
.
G
N
)



と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ッ
ド
ブ
ル
ッ
ク
も
云
う
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
取
り
き
め
の
場
合
、
愛
な
ど
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
王
は
王
と
し
て
の
権
力
を
用
い
、
、
、
ハ
ー
ト
ラ
ム
は
王
の
命
に
従
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
後
見
の

制
度
に
よ
れ
ば
、
バ
ー
ト
ラ
ム
は
、
平
民
と
の
結
婚
を
拒
否
す
る
こ
と
も
出
来
た
の
で
あ
る
。
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
こ
れ
を

無
視
し
、
ヘ
リ
ナ
の
美
質
と
愛
は
、
身
分
の
違
い
を
補
っ
て
あ
ま
り
あ
る
と
い
う
、
ボ
ッ
カ
チ
オ
の
原
話
で
は
た
だ
暗
示
さ
れ
る
に

停
ま
っ
て
い
た
点
を
強
調
す
る
。
社
会
的
な
体
面
に
と
ら
わ
れ
て
、
単
な
る
偶
然
に
す
ぎ
な
い
「
生
ま
れ
」
を
絶
対
的
な
も
の
と
す

る
バ
ー
ト
ラ
ム
の
誤
り
は
、
王
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
母
親
で
あ
る
公
爵
夫
人
が
こ
の
結
婚
に
賛
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で

㊨

あ
ろ
う
。
(
も
っ
と
も
、
バ
ー
ト
ラ
ム
が
ヘ
リ
ナ
を
斥
け
た
理
由
に
、
ラ
フ
ユ
ー
の
娘
が
好
き
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
後
に
明
ら
か
に
さ
れ
る

(
く
∴
i
.
監
ふ
ひ
)
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
こ
の
劇
の
前
半
に
お
け
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
関
心
は
、
伝
統
的
な
価
値
と
個
人
的
な
価
値
の
問
題
に

あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
言
及
が
こ
の
場
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
)

そ
し
て
、
序
幕
で
強
い
自
侍
を
示
し
た
ヘ
リ
ナ
は
、
「
新
ら
し
い
女
」
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
バ
ー
ト
ラ
ム
を
夫
に
選
ぶ
と
き
の
言

葉
-

I

d

a

鴫

O

n

O

t

S

a

y

I

t

a

k

e

y

O

u

い

b

u

t

I

g

i

く

e

M
e
a
n
d
m
y
s
e
r
S
.
C
e
.
e
く
e
r
W
h
i
-
s
t
〓
i
扁
リ

H
n
t
O
y
O
u
r
g
u
i
d
i
n
g
p
O
W
e
r
.

(
l
I
∴
i
i
.
-
○
竿
に
)

㊨

-
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
古
い
女
で
あ
り
、
王
を
説
得
す
る
と
き
の
言
葉
-

シ

ュ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

〝

ヴ

ィ

ラ

ソ

〟



シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
〝
ヴ
ィ
ラ
ソ
〟

B
u
t
m
O
S
t
i
t
i
s
p
r
e
s
u
m
p
t
i
O
n
i
n
u
s
w
h
e
n

T
h
e
h
e
-
p
O
f
h
e
a
諾
n
W
e
C
O
u
n
t
t
h
e
a
c
t
O
h
m
e
n
,

(
I
l
∴
.
-
思
-
ひ
)

三
四

⑭

I
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
い
思
想
の
持
ち
主
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
女
が
父
か
ら
受
け
継
い
だ
医
術
に
対
す
る
確
信
も
、
彼

㊨

女
を
通
し
て
及
ぼ
す
星
の
力
を
信
ず
る
こ
と
に
あ
っ
た
-

T
h
e
r
e
が
s
O
m
e
t
h
i
ロ
g
i
ロ
了

M
O
r
e
t
h
呂
ヨ
y
h
a
t
h
e
r
㌦
S
粁
i
巳
-
W
h
i
c
h
葛
a
S
t
h
e
g
r
巾
P
t
e
S
t

O
鴫
h
i
s
p
r
O
f
e
s
s
i
q
ロ
こ
h
a
t
h
i
s
g
0
0
d
r
e
c
e
i
p
t

S
h
a
ロ
f
O
r
m
y
-
e
g
a
c
y
b
e
s
a
n
c
t
i
許
d

B
y
t
h
e
-
u
c
k
i
e
s
t
s
t
a
r
s
i
ロ
h
e
a
く
e
ロ
‥
.
二

(
I
.
i
i
i
.
N
命
-
鑑
)

た
だ
、
彼
女
は
、
恋
に
お
い
て
野
心
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
野
心
家
の
常
と
し
て
、
己
れ
と
己
れ
の
能
力
を
悼
み

O
u
r
r
e
m
e
d
i
e
s
O
f
t
i
n
O
u
r
S
e
r
O
S
d
O
-
i
e
V

W
h
i
c
h
w
e
a
s
c
r
i
b
e
t
O
h
e
a
く
e
n
‥
t
h
e
㌻
t
e
d
s
k
y



G
i
扁
S
u
S
f
H
e
e
S
C
O
p
e
-
昌
-
y
d
O
t
h
b
a
c
灯
w
a
a
p
u
ロ

O
u
r
s
-
O
W
d
e
s
i
習
S
W
h
e
n
w
e
O
u
r
S
e
r
e
S
a
r
e
d
u
-
-
.

(
I
.
i
.
N
摂
T
ム
)

-
首
尾
よ
く
思
い
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。

…
W
h
O
e
く
e
r
S
t
r
O
く
d

T
O
S
h
O
W
h
e
r
m
e
r
i
t
こ
h
a
t
d
i
d
m
i
s
s
h
e
r
-
○
く
e
叫

(
I
∴
.
N
餐
丁
山
)

と
云
っ
た
言
葉
通
り
に
。
し
か
も
バ
ー
ト
ラ
ム
の
妻
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
「
身
分
」
も
「
富
」
も
得
て
(
.
N
。
r
W
。
u
】
d
I
h
a
記
h
i
m

t
i
に
H
d
O
d
e
s
e
r
く
e
h
i
m
∴
I
I
.
i
i
i
.
N
O
∽
)
。

し
か
し
、
「
美
質
」
と
野
心
だ
け
で
は
、
男
の
愛
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ヘ
リ
ナ
は
、
そ
の
賢
し
さ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
こ
と

⑰に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
バ
ー
ト
ラ
ム
は
ヘ
リ
ナ
に
キ
ス
一
つ
与
え
ず
、
「
自
分
の
指
に
は
め
て
放
さ
ぬ
指
輪
を
手
に
入
れ
、

自
分
の
子
を
生
ま
ね
限
り
、
夫
と
は
呼
ば
せ
ぬ
」
(
l
l
I
・
i
i
・
怒
⊥
∽
)
と
い
う
意
味
の
手
紙
を
残
し
て
自
ら
は
フ
ロ
レ
ン
ス
公
に
従
っ

て
軍
に
出
て
し
ま
う
。
「
妻
が
生
き
て
い
る
限
り
、
フ
ラ
ソ
ス
に
自
分
の
も
の
は
な
い
」
(
I
I
I
∴
i
・
3
)
と
云
う
の
で
あ
る
。
「
恋
の

野
心
」
が
仇
と
な
っ
て
、
バ
ー
ト
ラ
ム
を
夫
に
得
た
が
、
そ
れ
が
却
っ
て
彼
を
「
死
地
」
(
h
n
O
n
e
・
∽
p
a
r
i
ロ
g
W
a
r
l

-
I
巳
.
i
i
L
宗
)
に

追
い
や
る
結
果
に
な
っ
た
皮
肉
な
運
命
に
罰
せ
ら
れ
た
自
己
を
見
た
彼
女
は
、
巡
礼
の
旅
に
出
る
と
の
置
手
紙
を
残
し
て
、
ひ
そ
か

に
フ
ラ
ソ
ス
を
去
る
～

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

〝

ヴ

ィ

ラ

ン

〟
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〟

l
a
m
S
a
i
n
t
J
a
q
u
e
s
V
p
i
-
g
r
i
m
こ
h
i
t
h
e
r
g
O
ロ
e
‥

b
S
註
計
だ
二
F
冥
h
a
t
h
s
O
i
n
m
e
蚤
3
軒
ふ

T
h
a
t
b
a
r
e
㌻
O
t
p
-
O
d
I
t
h
e
c
O
-
d
g
r
O
u
n
d
u
p
O
n
V

W
i
t
h
s
a
i
n
t
e
d
く
O
W
m
y
b
軍
F
t
O
h
a
完
a
m
e
n
d
e
d
…
.

三
六

(
l
I
I
.
i
ゴ
ム
T
ご
m
y
i
t
a
-
i
c
s
)

ヘ
リ
ナ
の
意
図
は
、
自
分
が
プ
ラ
ソ
ス
に
い
な
く
な
れ
ば
、
バ
ー
ト
ラ
ム
は
軍
を
止
め
て
故
郷
に
戻
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
自
分

は
遠
く
に
あ
っ
て
、
愛
す
る
人
の
仕
合
わ
せ
を
祈
ろ
う
と
い
う
、
夫
に
対
す
る
殊
勝
な
心
根
に
発
し
た
も
の
で
あ
っ
た
(
と
思
わ
れ

@

る
)
。
し
か
し
、
彼
女
が
た
ま
た
ま
フ
ロ
レ
ン
ス
に
来
あ
わ
せ
た
と
き
、
同
地
に
凱
旋
し
て
い
た
バ
ー
ト
ラ
ム
が
彼
女
の
泊
っ
て
い

る
家
の
娘
ダ
イ
ア
ナ
に
云
い
寄
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
娘
と
旗
を
合
わ
せ
て
、
問
題
の
指
輪
を
手
に
入
れ
、
ま
た
娘
の
身
代
り
と

な
っ
て
夫
と
共
寝
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
、
バ
ー
ト
ラ
ム
が
課
し
た
二
つ
の
難
題
を
首
尾
よ
く
解
決
す
る
の
で
あ
る
。
元
来
バ
ー
ト

ラ
ム
の
要
求
が
無
理
難
題
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
解
決
に
は
策
を
用
い
る
ほ
か
は
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
、
ヘ
リ
ナ
は
、
そ
の
た

め
、
も
と
も
と
彼
女
に
批
判
的
な
批
評
家
の
心
証
を
ま
す
ま
す
悪
く
す
る
こ
と
に
な
る
。
(
こ
れ
も
ヘ
リ
ナ
の
受
け
た
罰
の
一
面
と
云
え

る
か
も
知
れ
な
い
。
)
一
例
を
あ
げ
れ
ば
-

ヘ
リ
ナ
は
…
…
E
・
K
・
チ
ェ
イ
ソ
バ
ズ
の
表
現
を
借
れ
ば
「
彼
女
の
究
極
の
勝
利
へ
の
道
を
、
不
名
誉
か
ら
不
名
誉
へ
と
」
彼
女
の
名
誉
を
泥

ま
み
れ
に
し
て
引
き
ず
っ
て
行
く
。
彼
女
の
弁
護
人
が
如
何
よ
う
に
努
め
よ
う
と
も
、
チ
ェ
イ
ン
バ
ズ
が
正
し
い
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き

@

な
い
。

と
い
う
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
チ
ェ
イ
ソ
バ
ズ
の
意
見
は
否
定
で
き
な
い
し
、
ま
た
そ
の
必
要
も
な
.
い
。
が
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
見
方
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
本
意
で
な
か
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
プ
ロ
ッ
ト
が
、
ヘ
リ
ナ
の
計
算
さ
れ
た
、
策
士
的
な
行
動
を
要
求



す
る
劇
の
後
半
に
お
い
て
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
他
の
人
物
の
行
動
!
フ
ロ
レ
ン
ス
の
未
亡
人
と
そ
の
娘
ダ
イ
ア
ナ
、
パ
ロ
リ
ス

と
そ
の
正
体
の
暴
露
、
ル
シ
オ
ン
に
お
け
る
、
、
ハ
ー
ト
ラ
ム
の
試
錬
1
に
あ
て
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
注
意
を
陰
謀
の
大
家

と
し
て
の
ヘ
リ
ナ
か
ら
逸
ら
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
ヘ
リ
ナ
は
、
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
背
後
に
退
き
、

彼
女
に
代
っ
て
ダ
イ
ア
ナ
が
、
ヘ
リ
ナ
の
分
身
と
し
て
、
彼
女
の
よ
り
大
胆
な
作
戦
を
実
行
す
る
。
一
方
、
わ
れ
わ
れ
の
ヘ
リ
ナ
に

対
す
る
本
来
の
印
象
は
、
彼
女
の
「
死
」
を
悼
み
、
彼
女
の
徳
を
た
た
え
る
他
の
人
物
の
態
度
や
言
葉
に
よ
っ
て
、
保
た
れ
る
の
で

㊥

あ
る
。し

か
し
、
ま
た
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
影
に
か
く
れ
て
い
る
と
は
云
え
、
ヘ
リ
ナ
が
謀
を
廻
ら
し
、
こ
れ
を
着
々
と
実
行
に
移
し

て
い
る
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
が
、
こ
の
こ
と
で
ヘ
リ
ナ
を
責
め
る
前
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
劇
の
素
材
の
性

質
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
末
よ
け
れ
ば
総
て
よ
し
』
の
プ
ロ
ッ
ト
は
、
『
デ
カ
メ
ロ
ン
』
の
三
日
目
に
語
ら
れ
る
物
語

に
よ
る
も
の
だ
が
、
こ
の
三
日
目
の
テ
ー
マ
は
、
断
固
た
る
決
意
と
弛
み
な
き
努
力
に
よ
っ
て
、
自
ら
大
い
に
賛
美
す
る
も
の
を
得
、

@

あ
る
い
は
失
っ
た
も
の
を
取
り
戻
し
た
人
の
話
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ヘ
リ
ナ
の
行
動
は
、
(
そ
の
ト
リ
ッ
ク
も
含
め
て
)
ま
さ

に
、
こ
の
線
に
沿
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
と
抗
議
す
る
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
巡
礼
先
の
教
区

牧
師
(
れ
r
e
c
t
。
r
r
I
く
・
i
i
i
・
雷
)
を
丸
め
込
ん
で
、
ヘ
リ
ナ
は
死
ん
だ
と
偽
り
の
証
言
を
さ
せ
た
の
は
怪
し
か
ら
ん
で
は
な
い
か
と
。

た
し
か
に
、
こ
れ
は
、
原
話
に
は
な
い
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
創
作
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
、
己
れ
の
能
力
と
才
覚
を
た
の
み
、

そ
れ
に
よ
っ
て
我
意
を
通
そ
う
と
し
て
手
痛
い
竹
箆
返
し
を
受
け
た
ヘ
リ
ナ
と
は
ま
た
別
の
(
少
な
く
と
も
行
き
方
に
お
い
て
違
っ
た
)

ヘ
リ
ナ
が
見
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
?
「
妻
が
生
き
て
い
る
限
り
、
フ
ラ
ソ
ス
に
自
分
の
も
の
は
な
い
」
(
j
i
-
〓
h
a
記
n
O
W
i
芥

H
h
a
記
n
。
t
h
i
n
g
i
n
F
宗
n
C
e
十
l
I
I
l
・
i
i
・
書
と
い
う
バ
ー
ト
ラ
ム
の
「
も
の
に
な
る
」
た
め
に
は
、
ヘ
リ
ナ
は
、
一
度
は
、
(
噂
の
上

だ
け
で
も
)
死
な
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
豊
か
に
「
美
質
」
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
「
示
す
」
だ
け

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
〝
ヴ
ィ
ラ
ソ
〟
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三

八

で
は
頭
に
と
ざ
さ
れ
た
横
柄
な
男
の
心
は
得
ら
れ
ま
い
。
む
し
ろ
己
れ
を
「
無
」
に
し
て
、
相
手
の
心
の
変
化
を
待
つ
こ
と
こ
そ
、

真
に
男
の
心
を
つ
か
む
道
で
は
な
か
っ
た
か
(
高
。
r
t
。
賢
a
n
g
e
仇
。
r
e
S
S
t
r
a
n
g
e
】
y
t
h
e
y
s
t
r
a
i
n
t
h
e
c
u
r
e
・
＼
C
O
m
e
二
a
d
y
V
d
i
e
t
O

】
i
完
∵
㍉
1
忘
已
こ
翫
ご
コ
・
i
・
N
鰹
ふ
)
。
あ
れ
程
願
っ
て
い
た
妻
の
死
を
聞
い
て
、
ア
ソ
ト
:
は

…

S

h

e

㌦

g

0

0

d

Y

b

e

i

n

g

g

O

n

e

‥

(
き
き
q
S
慧
辞
せ
賢
二
=
i
.
G
O
)

と
云
う
。
現
に
バ
ー
ト
ラ
ム
も
、
ヘ
リ
ナ
の
こ
と
を

…
S
h
e
w
h
O
m
a
ロ
m
e
n
p
r
P
i
s
e
d
a
n
d
w
h
O
m
m
y
S
e
-
{
-

S

i

n

c

e

H

h

a

d

佃

】

O

S

t

-

h

a

く

佃

-

0

4

e

d

:

:

(
く
.
i
i
i
.
訟
ム
)

と
云
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(
令
a
-
s
O
-
く
・
i
i
i
・
ひ
乎
宗
)
。
「
す
べ
て
が
め
で
た
く
終
る
」
だ
け
な
ら
、
こ
れ
で
十
分
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
ベ
.
ッ
ド
・
ト
リ
ッ
ク
も
指
輪
の
ト
リ
ッ
ク
も
必
要
で
な
く
(
事
実
、
彼
女
の
「
死
」
の
知
ら
せ
は
、
こ
の
二
つ
の

ト
リ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
前
に
バ
ー
ト
ラ
ム
に
と
ど
い
て
い
る
)
、
ヘ
リ
ナ
の
名
誉
も
こ
れ
程
汚
れ
な
く
て
済
ん
だ
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
牧
師
に
偽
り
の
証
言
を
さ
せ
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
結
構
悪
質
な
ト
リ
ッ
ク
だ
と
主
張
す
る
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
た
し
か
に
、
そ
れ
は
、
ト
リ
ッ
ク
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
ヘ
リ
ナ
の
窮
状
を
知
っ
た
牧
師
が
(
も
し
、
ヘ
リ
ナ
が
牧
師
の
と
こ

ろ
へ
行
っ
た
と
し
て
の
話
だ
が
-
鼠
I
H
I
・
く
・
加
平
3
、
む
し
ろ
進
ん
で
買
っ
て
出
た
か
も
知
れ
な
い
種
類
の
、
そ
れ
は
、
ト
リ
ッ
ク
な



の
で
あ
る
。
大
体
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
牧
師
は
、
こ
う
い
う
こ
と
が
好
き
な
よ
う
で
あ
る
。
『
ロ
ウ
ミ
オ
ウ
と
ジ
ュ
ー
リ
エ
ッ

ト
の
悲
劇
』
に
お
け
る
ロ
レ
ソ
ス
僧
の
計
画
は
文
字
通
り
悲
劇
に
終
っ
た
が
、
フ
ラ
ソ
シ
ス
僧
の
企
ら
み
は
見
事
成
功
し
て
、
す
べ

㊥

て
を
『
む
だ
騒
ぎ
』
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
気
絶
し
た
ヒ
ア
ロ
ウ
を
死
ん
だ
こ
と
に
し
て
お
く
よ
う
、
自
ら
提
案
し
て
、
彼
は
次
の

よ
う
に
長
々
と
説
明
す
る
1…

f
O
r
i
t
s
O
㌻
巳
s
O
u
t

T
h
a
t
w
h
a
t
w
e
h
a
く
e
W
e
p
r
i
z
e
n
O
t
t
O
t
h
e
w
O
r
t
h

W
h
i
-
e
s
w
e
e
n
j
O
y
i
t
.
b
u
t
b
e
i
n
g
-
a
c
粁
-
d
a
n
d
-
O
S
t
-

W
h
y
こ
h
e
ロ
W
e
r
a
C
k
t
h
e
く
巴
u
e
二
h
e
n
w
e
帥
n
d

T
h
e
d
■
.
r
t
u
e
t
h
a
t
p
O
S
S
e
S
S
i
O
n
W
O
u
-
d
n
O
t
S
h
O
W
u
S

W
h
i
訂
s
i
t
w
a
s
O
u
r
S
.
S
O
W
i
-
-
i
t
訂
r
e
w
i
t
h
C
-
a
u
d
i
O
‥

W
h
e
ロ
h
e
s
h
a
-
-
h
e
a
r
s
h
e
d
i
e
d
u
p
O
n
h
i
s
w
O
r
d
s
【
㌣
P
I
O
f
s
-
a
n
d
e
ユ
ー

T
h
e
i
d
e
a
O
f
h
e
H
ー
i
訂
s
h
a
-
-
s
w
e
e
t
-
y
c
r
e
e
p

l
n
t
O
h
i
s
s
t
u
d
y
O
二
m
a
g
i
n
a
t
i
O
n
V

A
n
d
e
扁
r
y
-
○
く
e
-
y
O
r
g
a
n
O
f
h
e
r
】
i
f
e

S
h
a
ロ
c
O
m
e
a
p
p
a
r
e
巳
、
d
i
n
m
O
r
e
p
r
e
C
i
O
u
S
h
a
b
i
t
.

M
O
r
e
m
0
5
.
n
g
・
d
e
】
i
c
a
t
e
a
n
d
P
u
O
f
E
e
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I
n
t
O
t
h
e
e
y
e
a
n
d
p
r
O
S
p
e
C
t
O
f
h
i
s
s
O
u
-
、
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T
h
a
n
w
h
e
n
s
h
e
H
i
く
e
d
i
ロ
d
e
e
d
∵
.

(
旨
ぎ
C
計
b
計
A
訂
已
≧
誅
農
工
声
i
.
日
宇
u
N
)

四
〇

こ
の
よ
う
な
効
果
は
、
た
し
か
に
、
ヘ
リ
ナ
の
「
死
」
を
聞
い
た
バ
ー
ト
ラ
ム
の
上
に
も
現
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ま
ま
、

バ
ー
ト
ラ
ム
が
改
心
し
、
ヘ
リ
ナ
が
『
む
だ
騒
ぎ
』
の
ヒ
ア
ロ
ウ
の
よ
う
に
(
噂
の
上
で
の
)
「
死
」
か
ら
蘇
っ
て
、
彼
と
結
ば
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
ヘ
リ
ナ
は
あ
の
よ
う
に
女
性
と
し
て
の
名
誉
を
汚
さ
ず
に
済
ん
だ
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
誰
よ
り
も
バ
ー

ト
ラ
ム
が
救
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
ほ
ど
、
公
に
、
容
赦
な
く
そ
の
本
性
を
暴
露
さ
れ
、
弾
劾
さ
れ
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
・
ヒ
ー
ロ
ウ
は
他
に
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

現
に
、
『
末
よ
け
れ
ば
総
て
よ
し
』
の
終
幕
の
前
半
は
、
『
む
だ
騒
ぎ
』
の
終
幕
の
バ
ク
ソ
に
従
っ
て
い
る
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ス
王
は
、
い
ま
だ
に
ヘ
リ
ナ
の
死
を
惜
し
み
な
が
ら
も
、
し
か
し
、
こ
れ
も
過
ぎ
た
こ
と
、
す
べ
て
は
若
気
の
過
ち
(
.
Z
a
・

t
u
H
a
〓
e
訂
琵
O
n
V
d
O
n
e
i
ご
h
e
E
a
詣
○
{
苫
u
t
頼
W
h
e
n
O
i
l
a
n
d
P
e
こ
c
e
S
t
r
O
n
的
f
O
r
r
e
a
S
O
n
.
切
㌻
r
c
e
L
O
-
e
旨
e
a
r
s
i
t
a
n
d
b
u
r
n
s
O
n
.

-
く
∴
i
i
・
?
∞
)
と
し
て
、
バ
ー
ト
ラ
ム
の
許
し
を
求
め
る
公
爵
美
人
の
願
い
を
い
れ
、
バ
ー
ト
ラ
ム
も
心
を
入
れ
か
え
て
、
王
の
す

す
め
る
ラ
フ
ユ
ー
の
娘
と
結
婚
し
、
す
べ
て
が
め
で
た
く
終
る
か
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
が
、
そ
の
と
き
、
王
は
、
バ
ー
ト
ラ
ム
が

指
に
し
て
い
た
指
輪
を
見
と
が
め
る
。
そ
れ
は
、
王
が
ヘ
リ
ナ
に
、
ま
さ
か
の
時
の
た
め
に
与
え
て
お
い
た
指
輪
で
あ
っ
た
。
そ
れ

を
、
ヘ
リ
ナ
は
、
バ
ー
ト
ラ
ム
に
気
取
ら
れ
ず
共
寝
し
た
と
き
、
彼
に
与
え
て
お
い
た
の
で
あ
る
。

思
え
ば
、
バ
ー
ト
ラ
ム
が
ヘ
リ
ナ
に
二
つ
の
難
題
を
課
し
た
と
き
、
彼
は
自
ら
の
墓
穴
を
掘
っ
て
い
た
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
が
ヘ
リ
ナ
の
ト
リ
ッ
ク
を
誘
引
し
、
そ
の
た
め
、
彼
の
道
徳
的
な
堕
落
、
卑
怯
さ
が
暴
露
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す

べ
て
が
め
で
た
く
終
る
前
に
、
バ
ー
ト
ラ
ム
が
自
ら
の
ま
い
た
種
の
刈
り
入
れ
を
要
求
さ
れ
る
、
こ
れ
以
後
の
部
分
は
、
来
る
べ
き



『
以
尺
報
尺
』
の
終
幕
(
「
裁
き
の
場
」
)
を
予
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
王
の
き
び
し
い
詮
議
に
、
必
死
に
な
っ
て
弁
解
に
つ
と
め
る

バ
ー
ト
ラ
ム
に
、
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に
、
ダ
イ
ア
ナ
親
子
が
登
場
し
て
、
彼
に
約
束
の
結
婚
を
迫
る
の
で
あ
る
。

窮
地
に
お
い
込
ま
れ
た
バ
ー
ト
ラ
ム
は
、
ま
さ
に
、
終
幕
に
お
い
て
裁
か
れ
る
ア
ソ
ジ
ェ
ロ
ウ
を
思
わ
せ
る
。
が
、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
ウ

が
自
分
の
罪
の
一
切
を
認
め
て
「
死
」
を
願
う
の
に
対
し
て
、
バ
ー
ト
ラ
ム
は
あ
く
ま
で
嘘
に
嘘
を
重
ね
、
卑
怯
に
も
ダ
イ
ア
ナ
親

子
を
陥
れ
て
ま
で
「
恥
辱
の
生
」
(
a
h
告
P
m
e
d
E
e
「
旨
芦
こ
H
H
・
i
・
巳
↓
)
に
執
着
す
る
の
で
あ
る
。
が
、
死
ん
だ
と
思
っ
て
い
た

ヘ
リ
ナ
が
現
わ
れ
、

ー
s
Y
t
r
e
a
-
t
h
a
t
H
s
e
e
叫

(
く
∴
i
i
.
∽
0
3

と
驚
く
王
に
答
え
て

N

O

I

m

y

g

0

0

d

l

O

r

d

い

↓
i
s
b
u
t
t
h
e
s
h
a
d
O
W
O
h
a
w
i
f
e
y
O
u
の
e
e
-

T
h
e
n
a
m
e
a
n
d
n
O
t
t
h
e
t
h
i
n
g
.

(
く
∴
i
i
.
U
O
?
豊

と
云
う
と
き
、
遂
に
バ
ー
ト
ラ
ム
の
我
は
折
れ
て
、

B
O
t
h
-
b
O
t
h
.
〇
V
p
a
r
d
O
n
一

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
〝
ヴ
ィ
ラ
ン
〟

(
く
.
i
i
i
.
g
e



シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
〝
ヴ
ィ
ラ
ソ
〟

と
叫
ぶ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
を
許
せ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
?
ヘ
リ
ナ
が
彼
の
課
し
た
二
つ
の
難
題
を
解
決
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
彼
は
ま
だ
知
ら
な
い
。
妻
と
し
て
の
権
利
を
要
求
す
る
ヘ
リ
ナ
の
、
幾
分
に
が
味
を
帯
び
た
言
葉
は
、
許
し
を
乞
う
バ
ー
ト
ラ

ム
の
右
の
言
葉
の
あ
と
に
来
る
。
今
の
バ
ー
ト
ラ
ム
に
と
っ
て
、
ヘ
リ
ナ
が
難
題
を
解
決
し
た
か
ど
う
か
は
、
も
は
や
問
題
で
は
な

㊥

か
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
死
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
ヘ
リ
ナ
が
生
き
て
目
の
前
に
現
わ
れ
た
と
き
、
彼
女
の
死
の
報
せ
が
彼
の
心
に
ひ

き
起
し
て
い
た
悔
恨
の
情
が
堰
を
切
っ
て
、
彼
女
に
許
し
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
彼
の
頑
な
、
気
ま
ま
な
気
性
を
矯
正
し
、
彼
を
愛

㊥

に
目
覚
め
さ
せ
た
の
は
、
従
っ
て
、
ヘ
リ
ナ
に
よ
る
難
題
の
解
決
で
は
な
く
、
彼
女
の
(
噂
の
上
で
の
)
「
死
」
と
そ
の
「
蘇
り
」
な

の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ヒ
ア
ロ
ウ
な
ら
ぬ
ヘ
リ
ナ
は
、
そ
の
前
に
バ
ー
ト
ラ
ム
の
課
し
た
難
題
を
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
ク
ロ

ー
デ
ィ
オ
ウ
な
ら
ぬ
バ
ー
ト
ラ
ム
は
、
許
さ
れ
る
前
に
裁
か
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
が
、
裁
か
れ
た
の
は
、
バ
ー
ト
ラ

ム
の
頑
固
で
気
ま
ま
な
気
性
だ
け
で
は
な
い
。
皆
か
ら
賞
讃
さ
れ
る
ヘ
リ
ナ
の
「
美
徳
」
も
、
そ
の
思
い
上
り
故
に
、
罰
せ
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
-

…
O
u
r
ま
r
t
u
e
s
w
O
u
-
d
b
e
p
r
O
u
d
二
蝿
O
u
r
㌻
u
-
t
s
w
h
i
p
p
e
d
t
h
e
m
n
O
t
い
a
n
d
O
u
r
C
r
i
m
e
s
w
O
u
】
d
d
e
s
p
a
i
r
こ
れ

t
h
e
y
w
e
r
e
ロ
O
t
C
h
e
r
i
s
h
e
d
b
y
O
u
r
5
.
r
t
u
e
S
.

(
I
く
.
i
i
i
.
加
千
〇

-
の
だ
。
か
く
し
て
、
ヘ
リ
ナ
は
、
バ
ー
ト
ラ
ム
の
頑
固
で
我
値
な
行
動
を
通
し
て
罰
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
ま
た
、
バ
ー
ト
ラ

ム
の
難
題
を
ト
リ
ッ
ク
に
よ
り
(
そ
し
て
大
多
数
の
人
の
目
か
ら
す
れ
ば
、
女
性
と
し
て
の
名
誉
を
汚
す
こ
と
に
よ
り
)
解
決
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
バ
ー
ト
ラ
ム
の
過
ち
を
正
し
、
そ
し
て
救
う
劇
的
機
能
を
に
な
う
の
で
あ
る
。
ベ
ッ
ド
・
ト
リ
ッ
ク
も
指
輪
の
ト
リ
ヅ
ク
も
、



㊥

従
っ
て
、
お
伽
話
あ
る
い
は
民
話
と
し
て
の
筋
が
要
求
し
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
忍
耐
強
い
妻
の
変
ら
ぬ
貞
節
と
頭
の

㊥

よ
さ
を
示
す
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
、
、
ハ
ー
ト
ラ
ム
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
若
い
世
代
の
貴
族
の
実
体
を
暴
露
す
る
と
い
う
劇
的
機
能

を
に
な
う
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
丁
度
、
当
世
風
の
悪
党
で
日
よ
り
見
主
義
者
(
ご
h
O
完
=
邑
-
a
i
n
i
s
t
a
n
d
m
O
d
e
r
n
i
s
t
t
i
m
e
・
S
e
H
扁
r
S

W
h
。
W
巴
訂
d
t
h
e
s
t
r
e
e
t
s
。
h
L
。
n
d
。
n
i
n
笥
u
d
y
s
p
訂
n
d
。
r
J
の
見
本
の
よ
う
な
パ
ロ
リ
ス
が
、
ま
た
別
の
ト
リ
ッ
ク
で
そ
の
正
体

を
暴
露
さ
れ
る
よ
う
に
。

さ
て
バ
こ
の
よ
う
に
し
て
暴
露
さ
れ
た
も
の
の
実
体
は
、
『
以
尺
報
尺
』
の
人
物
(
イ
ザ
ベ
ラ
、
ア
ソ
ジ
ェ
ロ
ウ
、
そ
し
て
最
後
に
は
ク

ロ
ー
デ
ィ
オ
ウ
も
)
が
厭
い
、
む
し
ろ
「
死
」
を
願
っ
た
「
恥
辱
の
生
」
で
あ
っ
た
。
目
隠
し
を
さ
れ
、
敵
方
の
虜
に
な
っ
た
と
思
っ

た
パ
ロ
リ
ス
は
、

…
-
e
t
m
e
-
i
く
p
S
i
r
こ
n
a
d
u
n
g
e
O
n
こ
ご
h
e
s
t
O
C
k
s
-
O
r
a
n
y
W
h
e
r
e
-
S
O
I
m
a
y
】
i
扇
.

(
H
く
.
i
i
i
.
N
㌶
ふ
)

と
叫
ぶ
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
ト
リ
ッ
ク
だ
と
分
っ
た
と
き
、
彼
は

W
h
O
C
a
n
n
O
t
b
e
c
r
u
s
h
e
d
w
i
t
h
a
p
】
O
t
母

(
l
く
.
i
i
i
.
∽
雷
)

と
う
そ
ぶ
き
、

:
S
i
m
p
H
y
t
h
e
t
h
i
n
g
H
a
m

シ
ェ
イ
ク
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ピ
ア
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〝
ヴ
ィ
ラ
ソ
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…
a
ロ
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-
P
a
r
0
-
-
e
s
L
i
く
e

S
a
f
e
乳
i
n
s
h
a
m
e
M
訂
i
n
g
訂
0
-
喜
b
y
㌻
0
-
e
r
y
t
h
r
i
完
膚

T
h
e
r
e
㌦
p
-
a
c
e
a
n
d
m
e
a
P
S
f
O
r
e
く
e
r
y
m
a
n
a
l
i
く
e
.

(
I
く
.
i
i
i
.
宗
や
も
0
-
当
㌣
ひ
)

四
四

と
自
分
に
云
い
き
か
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
た
、
そ
の
行
動
が
バ
ー
ト
ラ
ム
の
そ
れ
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
道
化
ラ
ヴ
ァ
ッ
チ

(
L
a
く
a
C
h
e
)
の
立
場
で
も
あ
っ
た
ー

I
h
a
く
e
b
e
e
n
Y
m
a
d
a
m
、
a
W
i
c
k
e
d
c
r
e
a
t
u
r
e
-
a
S
y
O
u
a
n
d
a
ロ
許
s
h
a
n
d
b
-
0
0
d
a
r
e
"
a
n
d
-
i
n
d
e
e
d
-
I
d
O

m
a
r
H
y
t
h
a
t
I
m
a
y
r
e
p
e
n
t
.
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∽
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豊

そ
し
て
、
ダ
イ
ア
ナ
に
対
す
る
バ
ー
ト
ラ
ム
の
愛
も
、
パ
ロ
リ
ス
に
云
わ
せ
れ
ば
、

H
e
d
i
d
-
○
扁
h
e
r
-
S
i
r
-
a
S
a
g
e
n
t
㌃
m
a
ロ
ー
○
扁
S
a
W
O
m
a
n
t

加
計
叫
.
H
O
W
i
s
t
h
a
t
叫

詣
ヨ
邑
芦
.
巳
e
】
○
扁
d
h
e
r
V
S
i
r
-
a
n
d
-
○
く
¢
d
h
e
r
n
O
t
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(
く
∴
i
i
.
N
畠
ふ
)



な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
名
誉
」
を
失
い
(
遠
e
r
e
こ
a
k
e
m
y
r
i
n
g
‥
＼
M
y
h
O
u
S
e
"
m
i
n
e
h
。
n
O
u
r
-
y
e
a
u
m
y
E
e
-
b
e
t
h
i
n
e
-
「
I
く
・@

i
i
・
巴
-
匝
)
、
失
っ
た
名
誉
を
と
り
つ
く
ろ
う
た
め
、
敢
て
嘘
を
つ
く
バ
ー
ト
ラ
ム
は
、
道
徳
的
に
云
っ
て
、
「
紳
士
」
に
あ
る
ま
じ
き

卑
怯
者
と
云
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
『
末
よ
け
れ
ば
総
て
よ
し
』
と
い
う
こ
の
劇
の
題
名
は
、
こ
の
よ
う
に
み
る
と
き
、
皮
肉
な
意
味

合
い
を
帯
び
て
く
る
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
世
界
に
お
け
る
へ
リ
ナ
の
イ
メ
ジ
は
、
従
っ
て
、
複
雑
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
彼
女
は
、
貴
族
の
世
界
の
外
に
立
つ
。

が
、
そ
の
世
界
を
、
真
の
伝
統
的
価
値
を
代
表
す
る
旧
世
代
と
、
内
容
を
伴
う
こ
と
な
く
、
単
な
る
形
式
と
権
利
の
み
を
主
張
し
濫

用
す
る
新
ら
し
い
世
代
に
分
け
る
と
き
、
ヘ
リ
ナ
は
、
は
っ
き
り
、
旧
世
代
に
属
す
る
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
彼
女
が
旧
世
代
の
賞

讃
を
集
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
又
バ
ー
ト
ラ
ム
が
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
特
権
を
悪
用
し
、
家
名
を
恥
か
し
め
る
の
に
対
し
て
、

ヘ
リ
ナ
は
、
父
か
ら
受
け
継
い
だ
遺
産
(
医
術
)
を
正
し
く
用
い
、
王
の
病
を
治
す
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
。

し
か
し
、
宮
廷
人
の
鑑
と
も
云
う
べ
き
バ
ー
ト
ラ
ム
の
父
は
今
は
な
く
、
徳
高
き
公
爵
夫
人
も
ラ
フ
ユ
ー
も
既
に
老
い
て
、
旧
世

代
の
代
表
と
も
云
う
べ
き
王
は
不
治
の
病
に
苦
し
ん
で
い
る
。
「
死
」
と
「
埋
葬
」
の
言
葉
で
始
ま
る
こ
の
喜
劇
の
世
界
は
、
「
死
」

㊥

(
現
実
的
に
も
、
比
喩
的
に
も
)
の
影
に
蔽
わ
れ
、
「
死
」
は
ま
さ
に
こ
の
劇
の
イ
デ
ィ
オ
ム
の
観
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
世
界
に
、
父

の
遺
し
た
処
方
を
も
っ
て
登
場
し
、
処
女
に
備
わ
っ
た
力
と
神
の
加
護
に
よ
り
、
王
の
病
を
治
し
、
後
に
は
、
自
ら
、
死
ん
で
な
お

新
ら
し
い
生
命
を
宿
す
ヘ
リ
ナ
ー

D
e
a
d
t
h
O
u
g
h
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h
e
b
e
こ
h
e
f
e
e
-
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h
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O
u
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g
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k
‥

S
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k
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は
、
ま
さ
に
、
こ
の
「
死
」
の
世
界
に
「
命
」
を
与
え
る
源
(
】
i
訂
・
g
i
記
r
)
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

四
六

し
か
も
、
こ
の
劇
の
世
界
に
お
け
る
「
生
」
は
、
堕
落
し
た
若
い
世
代
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
「
恥
辱
の
生
」
で
あ
っ
た
。
「
生

㊥

お
よ
び
人
間
的
な
暖
か
さ
」
は
、
必
然
的
に
、
「
恥
辱
」
と
結
び
つ
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ヘ
リ
ナ
に

命
を
救
わ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
王
が
、
そ
の
た
め
、
王
の
権
力
を
用
い
て
バ
ー
ト
ラ
ム
に
結
婚
を
強
い
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
ま
た
、
ヘ

リ
ナ
自
身
-
バ
ー
ト
ラ
ム
へ
の
愛
を
自
分
の
「
命
」
と
し
(
二
ロ
e
a
d
-
て
i
切
.
d
i
く
。
r
C
e
「
く
∴
i
i
・
山
喜
ご
h
e
r
e
i
s
n
。
F
i
n
g
V
n
。
n
e
V
＼

I
f
B
e
r
t
r
a
m
b
e
a
w
a
y
r
I
∴
・
∽
甲
の
㌢
「
命
」
を
か
け
て
そ
の
愛
を
成
就
し
(
こ
岩
「
完
n
t
u
r
e
＼
T
h
e
w
e
≡
。
S
二
i
f
e
c
h
m
i
n
e
。
ロ
h
i
s

g
r
a
c
e
が
c
u
r
e
r
I
∴
i
i
.
N
g
-
e
、
最
後
に
は
バ
ー
ト
ラ
ム
を
そ
の
不
名
誉
と
王
の
不
興
か
ら
救
う
ヘ
リ
ナ
自
身
-
-
-
、
そ
の
た
め
、

「
不
名
誉
か
ら
不
名
誉
へ
と
」
己
れ
の
道
を
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ヘ
リ
ナ
に
、
さ
ら
に
、
ト
ロ
イ
の
ヘ
レ
ン
の
イ
メ
ジ
が
重
な
っ
て
く
る
。
彼
女
の
「
死
」
を
惜
し
む
公
爵
夫
人
と
ラ
フ
ユ
ー

に
和
し
て
、
ラ
ヴ
ァ
ッ
チ
も
、

I
ロ
d
e
e
d
-
S
i
r
u
∽
h
e
w
a
s
t
h
e
s
w
e
e
t
・
m
a
r
j
O
r
a
m
O
鴫
t
h
e
s
a
-
a
d
Y
O
r
r
a
t
h
e
r
二
h
e
h
e
r
b
O
f
g
r
a
c
e
.

(
l
く
.
く
.
-
㌣
①
)

と
珍
妙
な
薬
草
の
知
識
を
ひ
け
ら
か
す
け
れ
ど
も
、
劇
の
初
め
の
方
で
は
、
ヘ
リ
ナ
は
、
彼
に
と
っ
て
は
、
ト
ロ
イ
の
ヘ
レ
ン
で
あ

っ
た
(
:
∴
i
i
・
忌
1
∽
)
。
さ
ら
に
、
ヘ
リ
ナ
を
王
の
御
前
に
つ
れ
て
く
る
と
き
の
ラ
フ
ユ
ー
の
言
葉
(
I
I
・
i
・
拐
-
∞
-
)
、
と
く
に
ヘ
リ
ナ
を

王
の
も
と
に
残
し
て
去
る
と
き
の
言
葉
1



…
I
a
m
C
r
e
s
s
i
d
㌦
u
n
c
-
e
-

T
h
a
t
d
a
r
e
-
e
a
く
e
t
W
O
t
O
g
e
t
h
e
r
こ
a
r
e
y
O
u
W
e
巳
.

(
l
I
.
i
.
〓
?
-
O
D

-
に
、
性
的
な
要
素
が
み
ら
れ
よ
う
。
ヘ
リ
ナ
は
、
パ
ロ
リ
ス
と
「
処
女
性
」
問
答
を
た
た
か
わ
す
、
美
し
く
、
性
的
魅
力
の
あ

る
乙
女
な
の
で
あ
る
。
こ
の
ヘ
リ
ナ
に
、
ハ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
、
聖
女
へ
リ
ナ
(
t
h
e
d
a
u
g
h
t
e
r
。
〓
h
e
n
O
t
O
計
u
s
-
y
m
e
r
r
y

㊧

○
】
d
C
&
已
-
E
a
r
-
O
h
C
。
巨
e
監
e
r
)
の
イ
メ
ジ
が
重
な
る
。
彼
女
は
コ
ソ
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
大
帝
の
母
(
貧
h
音
義
I
L
i
L
命
)

で
あ
り
、
ご
h
e
T
r
u
e
C
r
O
S
S
、
、
の
発
見
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
十
字
架
に
よ
り
、
病
人
を
治
し
、
死
者
を
蘇
ら
せ
た
こ
と
で
有
名
な

聖
女
で
あ
っ
た
。
ヘ
リ
ナ
に
よ
る
王
の
病
の
治
癒
を
奇
蹟
と
す
る
人
々
の
言
葉
や
、
、
、
ハ
ー
ト
ラ
ム
に
捨
て
ら
れ
て
、
巡
礼
の
旅
に
立

っ
た
ヘ
リ
ナ
の
置
手
紙
を
読
ん
だ
公
爵
夫
人
の
欺
き
の
言
葉
-

W
h
a
t
a
臼
g
e
-
s
h
a
E

B
訂
s
s
t
h
i
s
u
n
w
O
ユ
h
y
h
u
s
b
a
n
d
母
h
e
c
a
n
n
O
t
t
h
r
i
く
e
I

U
n
】
e
s
s
h
e
r
p
r
a
y
e
r
s
-
W
h
O
m
h
e
a
く
e
ロ
d
e
紆
h
t
s
t
O
h
e
a
r

A
ロ
d
-
○
扁
S
t
O
g
r
a
n
t
二
e
p
r
i
e
扁
h
i
m
f
r
O
m
t
h
e
w
r
a
t
h

O
h
g
r
e
a
t
e
s
ご
u
s
t
i
c
e
.
(
I
H
I
∴
く
.
N
㌣
豊

ー
は
、
ヘ
リ
ナ
の
聖
女
と
し
て
の
一
面
を
暗
示
し
て
い
る
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

〝

ヴ

ィ

ラ

ン

〟



シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

〝

ヴ

ィ

ラ

ソ

〟

四

八

さ
ら
に
、
も
し
『
末
よ
け
れ
ば
総
て
よ
し
』
が
ハ
ン
ク
の
云
う
「
許
し
の
喜
劇
」
の
伝
統
に
立
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
伝
統
的
な

主
人
公
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
お
よ
び
そ
の
仲
立
ち
と
し
て
の
聖
母
マ
リ
ヤ
の
イ
メ
ジ
が
重
な
っ
て
こ
よ
う
。
事
実
、
ま
た
、
バ
ー
ト

ラ
ム
を
過
ち
や
す
い
「
人
間
」
と
し
て
、
パ
ロ
リ
ス
を
、
人
間
(
と
く
に
若
者
)
を
悪
の
道
に
み
ち
び
く
「
悪
徳
」
(
令
-
く
・
ヂ
T
e

㊥

モ

ヲ

リ

テ

ィ

＼

フ

レ

イ

と
し
て
、
そ
し
て
へ
リ
ナ
を
、
人
間
を
悪
の
道
か
ら
救
い
そ
し
て
そ
の
罪
を
許
す
「
美
徳
」
と
し
て
、
こ
の
喜
劇
を
中
世
道
徳
劇

・

ハ

タ

ソ

㊥

の
型
に
お
い
て
み
る
批
評
家
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
は
、
ま
た
、
後
期
の
悲
劇
(
と
く
に
『
マ
ク
ベ
ス
』
や
『
リ
ア
』
)
の
示
す
傾
向
で

も
あ
る
。
な
か
ば
人
間
化
さ
れ
た
タ
イ
プ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
「
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
」
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
や
、
た
と
え
「
侮
蔑
の
君
」
「
毒

舌
の
君
」
と
呼
ば
れ
て
も
、
完
全
に
人
間
化
さ
れ
た
喜
劇
の
ヒ
ロ
イ
ソ
と
し
て
才
気
換
発
ぶ
り
を
み
せ
た
ビ
ア
ト
リ
ス
に
比
べ
て
、

㊥

ヘ
リ
ナ
が
、
あ
る
と
き
は
内
面
的
な
「
動
機
」
を
、
あ
る
と
き
は
外
面
的
な
「
意
味
」
(
曲
中
人
物
と
し
て
の
)
を
与
え
ら
れ
て
、
多
分

に
ア
レ
ゴ
リ
カ
ル
な
色
彩
を
帯
び
て
い
る
の
も
、
こ
の
時
期
の
作
品
に
登
場
す
る
人
物
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
当
然
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
問
題
劇
」
が
、
単
な
る
モ
ラ
リ
テ
ィ
・
プ
レ
イ
で
も
、
ま
た
、
ハ
ン
ク
の
云
う
「
許
し
の
喜
劇
」
で
も

㊥

な
い
こ
と
は
、
同
じ
時
期
の
作
品
『
ト
ロ
イ
ラ
ス
と
ク
レ
シ
ダ
』
『
以
尺
報
尺
』
に
み
ら
れ
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
態
度
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
『
末
よ
け
れ
ば
総
て
よ
し
』
に
お
い
て
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
其
の
価
値
と
は
何
か
と
い
う
問
題
を
、
個
人
的
価

値
(
ヘ
リ
ナ
)
と
伝
統
的
価
値
(
と
く
に
パ
ー
ト
ラ
ム
)
の
検
討
を
通
し
て
探
求
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
答
は
、
旧
世
代
を
代
表
す
る
フ

ラ
ソ
ス
王
の
言
葉
に
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
真
の
伝
統
的
な
価
値
は
、
決
し
て
、
個
人
的
価
値
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
個
人
的
価
値
こ
そ
伝
統
的
価
値
に
生
命
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
伝
統
的
価
値
は
堕
落
し
、
単
な
る
形
骸
に

す
ぎ
な
く
な
る
。
こ
れ
を
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
王
の
大
演
説
を
通
し
て
、
ま
た
、
其
の
伝
統
的
価
値
を
代
表
す
る
王
に
新
ら
し

い
生
命
を
与
え
、
終
に
は
自
ら
バ
ー
ト
ラ
ム
(
伝
統
的
価
値
)
と
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
新
ら
し
い
生
命
を
宿
す
ヘ
リ
ナ
(
個
人
的
価
値
)

の
行
動
を
通
し
て
、
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
個
人
の
「
美
質
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
新
ら
し
い
名
誉
の
象
徴
と
旦
否
っ
べ
き
へ
リ
ナ



の
指
輪
と
、
伝
統
的
な
名
誉
の
象
徴
で
あ
る
バ
ー
ト
ラ
ム
の
指
輪
の
、
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
交
換
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
二
つ
の
価
値
を

結
び
つ
け
る
ヘ
リ
ナ
の
行
動
の
象
徴
的
な
表
現
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
『
末
よ
け
れ
ば
総
て
よ
し
』
を
、
個
人
的
な
主
題
と
非
個
人

㊨

的
な
主
題
が
衝
突
し
て
い
る
h
T
w
O
p
-
a
y
s
i
ロ
e
n
e
V
だ
と
す
る
ブ
ラ
ッ
ド
ブ
ル
ッ
ク
の
意
見
は
、
一
応
、
も
っ
と
も
で
は
あ
る
け

れ
ど
も
、
バ
ー
ト
ラ
ム
の
愛
を
求
め
る
ヘ
リ
ナ
の
個
人
的
な
行
動
が
、
実
は
、
価
値
の
問
題
の
探
究
と
い
う
非
個
人
的
な
主
題
を
も

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
と
き
、
そ
こ
に
、
一
つ
の
劇
と
し
て
の
一
貫
性
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
を

支
え
る
の
が
、
貴
族
の
世
界
の
「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
」
で
あ
る
と
同
時
に
旧
世
代
の
貴
族
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
自
主
性
の
強
い
新
ら
し

㊥
⑲

い
女
で
あ
る
と
同
時
に
古
い
女
で
あ
り
、
病
を
治
し
罪
を
許
す
聖
女
で
あ
る
と
同
時
に
性
的
魅
力
に
と
ん
だ
処
女
(
生
命
の
源
泉
)
で

あ
り
、
ま
た
、
現
世
が
「
恥
辱
の
生
」
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
悪
に
ま
み
れ
た
主
人
公
を
愛
の
力
に
よ
っ
て
救
い
、
自
ら
そ
の
強

靭
な
生
命
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
「
生
」
を
生
き
抜
く
庶
民
の
女
、
ヘ
リ
ナ
な
の
で
あ
る
。
ク
ィ
ラ
=
ク
ー
チ
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

㊥

の
ヒ
ロ
イ
ソ
の
中
で
、
王
家
あ
る
い
は
貴
族
の
血
を
引
い
て
い
な
い
の
は
ヘ
リ
ナ
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、

彼
女
の
「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
」
意
識
と
と
も
に
、
通
例
べ
た
だ
、
ひ
ど
い
日
に
あ
わ
さ
れ
て
、
こ
れ
に
耐
え
、
そ
し
て
許
す
の
が
そ
の

㊥

劇
的
機
能
で
あ
る
「
許
し
の
喜
劇
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
(
た
と
え
ば
ヒ
ア
ロ
ク
や
イ
モ
ジ
ェ
ン
、
あ
る
い
は
バ
ー
マ
イ
ア
ニ
)
の
場
合
と
異
な
り
、

ヘ
リ
ナ
の
行
動
に
積
極
性
を
与
え
る
所
以
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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E
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シ
ェ
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ク
ス
ピ
ア
の
け
ヴ
ィ
ラ
ソ
〟

④
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
か
ら
の
引
用
は
、
す
べ
て
、
グ
ロ
ウ
ブ
版
に
よ
る
。

㊥
べ
ニ
デ
ィ
ッ
ク
と
ビ
ア
ト
リ
ス
の
愛
の
成
就
も
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
仕
業
な
ら
、
ク
ロ
ー
デ
ィ
オ
ウ
の
改
俊
も
イ
リ
ュ
ー
ジ
m
ソ
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
結
果
的
に
は
ド
ン
・
ジ
。
ソ
ら
の
悪
巧
み
を
発
い
て
す
べ
て
を
「
む
だ
騒
ぎ
」
に
し
た
ド
グ
ペ
ソ
ら
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
は
、

イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
喜
劇
と
も
云
う
べ
き
『
む
だ
騒
ぎ
』
の
中
で
も
又
最
た
る
も
の
と
云
え
よ
う
。
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a
c
e
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T
h
a
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e
j
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c
t
i
O
n
r
e
S
u
F
i
ロ
C
r
i
m
e
∽

w
h
i
c
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-
t
h
O
u
g
h
t
h
e
y
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O
n
O
t
O
C
C
u
r
i
n
r
e
a
-
i
t
y
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a
p
p
e
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O
b
e
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r
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O
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S
t
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O
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e
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c
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O
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く
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e
d
s
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C
i
e
t
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∴
a
訂
。
M
u
一
首
n
e
V
卓
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ご
ざ
p
.
N
A
‥
了
.
m
a
r
r
i
a
駕
i
t
s
e
-
f
i
s
a
s
y
m
b
。
-
○
鴫
(
r
d
e
r
V
S
O
C
i
e
t
y
㌦
d
i
S
.
n
e
-
y
・
S
a
n
C
t
i
O
n
e
d

m
e
a
n
s
O
f
c
C
n
t
r
O
-
-
i
n
g
a
n
d
d
i
r
e
c
t
-
n
的
S
e
誓
a
-
邑
a
t
i
O
n
S
.
"

⑩
薫
P
a
】
m
e
r
"
竜
.
C
デ
p
.
u
-
‥
こ
t
i
s
〇
n
e
O
鴫
h
i
s
[
S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
e
丘
f
a
<
c
u
r
i
t
e
t
h
e
m
e
s
二
h
a
t
O
h
a
n
a
t
t
r
a
c
t
i
。
n
b
e
t
w
e
e
n

-
○
く
e
r
S
m
a
n
i
訂
s
t
e
d
i
n
a
p
r
O
f
e
s
s
e
d
h
O
S
t
i
-
i
t
y
∵
a
-
S
〇
p
.
-
〓
∵
票
ト

⑭
Q
‥
R
。
S
a
l
i
n
d
㌦
a
c
c
O
u
n
t
。
〓
h
e
h
m
a
r
k
s
J
㌻
-
○
記
r
a
ロ
d
c
O
m
m
e
n
t
S
C
n
O
r
F
n
d
O
㌦
a
p
p
e
a
r
a
ロ
C
e
‥
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A
I
e
a
n
c
h
e
e
k
=
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b
-
u
e
e
y
e
a
n
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s
u
n
訂
n
…
-
I
n
u
n
q
u
e
∽
t
i
O
n
a
b
訂
s
p
i
r
i
t
:
.
.
a
b
e
a
r
d
n
e
g
訂
c
t
e
d
…
‥
t
h
e
n
y
e
u
r
h
e
S
e
S
h
C
u
-
d
b
e
u
n
g
a
r
t
e
r
e
d
-

y
O
u
r
b
O
n
n
e
t
u
n
b
a
n
d
e
d
V
y
O
u
r
S
】
e
e
く
e
u
n
b
u
t
t
〇
n
e
d
こ
1
C
u
r
旨
c
e
u
n
t
i
e
d
a
已
e
く
e
r
y
t
h
i
n
g
a
b
O
u
t
y
O
u
d
e
m
O
n
S
t
r
a
t
i
n
的
a

O
P
r
e
訂
s
d
e
s
O
-
a
t
i
O
n
"
b
u
t
y
O
u
a
r
e
n
O
S
u
C
h
m
a
n
い
y
O
u
a
r
e
r
a
t
h
e
r
p
O
i
n
t
・
d
e
ま
c
e
i
n
y
C
u
r
a
C
C
c
u
t
r
e
m
e
n
t
S
e
、
昌
叫
遍
宅
§
・

且
ご
訂
≡
室
温
喝
罫
こ
蔓
㌣
亀
聖
唱
註
ざ
∵
忘
し
ぎ
テ
夢
二
下
E
i
i
.
浩
ふ
宏
m
y
i
t
a
-
i
c
s
)
・
A
n
d
L
i
k
e
O
r
H
a
邑
C
u

B
e
n
e
d
i
c
k
i
n
【
c
く
e
a
訂
O
g
O
e
∽
.
p
c
i
n
t
・
d
e
5
.
C
e
言
n
d
∽
h
a
扁
S
h
i
m
s
e
-
-
薫
き
き
C
か
』
計
.
こ
I
I
.
i
i
.
u
-
芦

⑯
B
r
a
d
b
r
0
0
k
V
苺
.
へ
ぎ
p
.
-
芦
二
人
の
反
応
の
違
い
に
つ
い
て
は
同
書
一
八
一
-
二
頁
、
パ
ー
マ
の
前
掲
書
一
三
ハ
頁
参
照
。

⑯
q
B
r
a
d
b
r
0
0
k
令
.
C
ヂ
p
.
-
巴
‥
∴
ロ
e
a
t
r
i
c
e
m
a
y
i
n
d
e
e
d
h
a
く
e
e
W
e
d
s
e
m
e
t
h
i
n
g
t
〇
t
h
e
e
a
r
-
i
e
r
K
a
t
e
。
{
3
へ
↓
打
数
感

電
旨
へ
添
「
旨
二
百
h
e
r
w
i
t
w
a
s
c
e
ユ
a
i
n
-
y
m
O
r
e
㌻
r
c
i
b
訂
a
s
w
e
ロ
a
∽
m
O
r
e
n
i
m
b
-
e
t
h
a
n
s
t
a
g
e
t
r
a
d
i
t
i
O
ロ
W
O
u
-
d
a
ロ
O
W

t
h
e
c
O
u
r
t
㌧
機
智
合
戦
と
い
う
点
か
ら
云
え
ば
、
『
恋
の
骨
折
り
損
』
の
ビ
ル
ー
ン
(
B
i
r
O
n
)
と
ロ
ザ
ラ
イ
ン
(
R
。
S
a
-
i
n
e
)
が
、
べ
ニ

デ
ィ
ッ
ク
と
ビ
ア
ト
リ
ス
の
先
駆
と
云
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

㊥
E
計
W
.
S
t
c
c
打
t
O
n
∵
T
h
e
A
d
u
詳
O
c
d
O
f
S
h
a
k
e
s
罵
a
礼
s
H
e
邑
n
e
告
二
㌢
計
卓
旨
さ
S
知
を
窯
-
m
d
.
A
F
i
n
T
h
巴
e
H
a
n
d

N
O
r
m
a
n
S
a
n
d
e
r
s
V
T
h
e
U
n
i
完
r
裟
y
O
h
T
e
n
n
e
s
s
e
e
P
r
e
s
s
〕
霊
屋
p
.
-
巴
.

⑱
薫
R
O
b
e
r
t
G
r
a
m
s
H
u
n
t
e
r
V
竜
.
亡
き
p
.
3
‥
こ
こ
s
a
p
p
r
。
p
r
i
a
t
e
t
。
r
。
m
a
n
C
e
a
n
d
p
a
r
t
i
c
u
F
】
y
t
。
W
h
a
t
S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
e

W
a
S
t
O
m
a
k
e
O
h
r
O
m
a
n
C
e
こ
h
a
t
a
d
e
n
O
u
e
m
e
n
t
i
n
㌻
r
g
i
く
e
n
e
S
S
a
n
d
r
e
c
O
n
C
i
-
i
a
t
i
O
n
S
h
O
u
-
d
d
e
p
e
n
d
u
p
O
n
t
h
e
s
h
e
d
d
i
n
g
l

w
i
t
h
h
e
r
c
O
n
∽
e
n
ち
O
f
a
m
a
i
d
e
n
㌦
b
-
O
c
d
.
H
t
i
s
u
p
O
n
t
h
e
a
b
i
-
i
t
y
O
h
w
O
m
e
n
t
O
S
u
詳
r
a
n
d
f
c
r
g
i
く
佃
t
h
a
t
S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
e

b
u
i
-
d
s
h
i
s
ま
玖
e
n
。
h
a
n
i
d
e
a
〓
C
m
a
n
t
i
c
w
O
r
-
d
.
T
h
e
r
O
m
a
n
t
i
c
h
e
r
O
i
n
e
s
∵
n
a
s
e
n
s
e
二
e
p
-
a
c
e
C
h
r
i
s
t
a
ロ
d
h
i
s
i
n
t
e
r
m
e
・

d
i
a
r
y
こ
h
e
く
i
r
g
i
n
V
a
S
t
h
e
訂
r
g
i
記
r
S
O
鴫
m
a
n
㌦
s
i
n
∽
W
h
e
n
t
h
e
r
e
-
i
乳
O
u
S
d
r
a
m
a
O
f
t
h
e
M
i
d
d
-
e
A
g
e
s
b
e
c
O
m
e
S
t
h
e
∽
e
C
u
【
a
H

C
O
m
e
d
y
O
f
t
h
e
R
e
n
a
i
s
s
a
n
c
e
.
-

㊥
薫
W
i
≡
a
m
B
・
T
。
。
訂
-
治
へ
計
竜
へ
§
へ
、
h
串
Q
等
、
、
-
迦
ぎ
喜
M
O
u
t
O
n
紆
C
〇
.
-
T
h
e
H
a
g
u
e
∵
塁
葦
p
L
畠
‥
這
e
r
t
r
a
m
i
s
a

y
O
u
n
g
m
a
n
W
h
〇
h
a
s
b
e
e
n
c
〇
=
u
p
t
e
d
b
y
l
h
e
-
e
く
e
〇
㌃
c
c
i
巴
a
p
p
e
a
r
a
n
c
e
s
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訂
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h
e
s
e
e
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五

二

n
e
i
t
h
e
r
h
e
r
b
e
a
u
t
y
3
0
r
h
e
r
i
n
t
r
i
n
s
i
c
w
O
r
t
h
h
e
r
n
c
b
i
】
i
t
y
。
ご
。
u
-
:
.
‥
:
s
i
t
w
e
H
t
C
a
-
】
O
W
昌
C
h
a
y
O
u
n
g
m
a
n
t
O

t
r
u
s
t
t
O
h
i
s
O
W
ロ
e
y
e
S
㌢

G
.
I
.
D
u
t
h
i
e
∵
夢
乱
ぶ
葛
篭
♪
巳
u
t
c
h
i
n
s
。
n
.
S
U
n
i
扁
r
S
i
t
y
L
i
b
r
a
r
y
-
H
u
t
c
h
i
n
s
。
n
∴
害
切
口
苫
エ
リ
p
.
芦

(
墨
C
-
邑
O
r
d
L
e
e
c
h
.
れ
S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
e
-
C
i
b
b
e
r
も
n
d
T
h
e
T
u
d
。
r
M
y
t
h
∵
寧
註
道
悪
ヨ
S
加
点
¥
e
d
.
T
h
a
-
e
r
a
n
d
S
a
n
d
e
r
s
V

p
p
.
苫
ふ
.

N
a
y
V
n
O
W
H
s
e
e

S
h
e
i
s
y
O
u
r
t
r
e
a
S
u
屡
S
h
e
m
u
s
t
h
a
諾
a
h
u
s
b
a
n
d
"

H
m
u
s
t
d
a
n
c
e
F
r
e
・
f
0
0
t
O
n
h
e
r
w
e
d
d
i
n
g
d
a
y

A
n
d
f
O
r
y
O
u
一
二
〇
強
の
t
O
h
e
‥
二
e
a
d
a
p
e
s
i
n
h
e
コ
.

T
a
-
k
n
O
t
t
O
m
e
=
I
w
i
ニ
g
O
S
i
t
a
n
d
w
e
e
p

T
i
ロ
ー
c
a
n
F
d
O
C
C
a
S
i
O
n
O
h
r
e
克
n
g
e
.

(
I
I
∴
.
∽
T
の
)

と
い
う
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
の
父
に
対
す
る
言
葉
に
は
、
結
婚
の
こ
と
よ
り
も
(
彼
女
は
妹
娘
よ
り
も
姉
娘
を
先
に
結
婚
さ
せ
よ
う
と
い
う
父
の

意
志
を
知
っ
て
い
た
)
、
愛
情
に
飢
え
る
疎
外
さ
れ
た
娘
の
遣
る
瀬
な
い
気
拝
が
感
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
彼
女
の
「
じ
ゃ
じ
ゃ

馬
」
ぶ
り
は
、
愛
情
を
求
め
る
強
い
気
拝
の
裏
返
し
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
さ
え
与
え
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
彼
女
を
理
解
し
、

ま
た
彼
女
の
意
に
か
な
う
男
性
が
現
わ
れ
て
、
愛
情
に
飢
え
た
彼
女
の
心
を
癒
や
す
な
ら
ば
、
彼
女
が
貞
淑
な
妻
に
な
る
だ
ろ
う
こ
と
は
予

期
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
も
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
キ
ャ
サ
リ
ー
ナ
と
ど
ト
ル
ー
チ
オ
ウ
の
問
に
愛
情
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
又

あ
っ
た
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
両
者
が
、
親
和
性
を
感

じ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

㊨
C
O
n
t
e
n
t
y
O
u
I
g
e
n
t
】
e
m
e
n
‥
I
w
i
ニ
c
O
m
p
O
u
n
d
t
h
i
s
s
t
r
i
訂
‥



,Tisdeedsmustwintheprize;andheofboth

Thatcanassuremydaughtergreatestdower

ShallhavemyBianca'slove.(II.i.343-6)

`ThedowerinvoIvedhereisthemoneythehusbandassuredtohiswifeonmarriage,inordertoprovideforher

widowhoodifheshoulddiebeforeher.ItwasanessentialpartofthemarriagecontractinShakespeare'sEngland.

Deedkinthiscontextmean,nOttheservicewithwhichtheloverofromancewonhislady,butpropertyandcash.

Thereissurelyapunonthesenseoftitk・滋edk.Bianca'sfateistobesettledbyanauction,nOtbyaknightly

combat,(GeorgeR.Hibbard,`771e7bmingQf-the弘rew:ASocialComedy',Shak呼eareanEゞJayS,ed・Thaler

andSanders,P.22).(劣alsoBradbrook'scomrnentonBertram'srefusalofHelena(`IcannOtloveher,nOrWill

Strivetodo't'-AH'sl粒H.,II.iii.152):`ThecuStOmaryformulawhenpresentingyoungpeopletoeachotherin

suchcircumstanceswas,"Canyoulikeofthisman?","CanyoulikeofthismaidP",inotherwords,CanyOu

makeaharmoniousmarriage?Lovewasnotexpected'(qz,.Citリp.167).

⑧Hibbard,呼目元.,p.23.

⑧NevillCoghill,`TheBasisofShakespearianComedy',ShakeSPeare(}iticism,1935-1960,ed.AnneRidler,

0ⅩfordUniversityPress,1963,p.208.

⑧Hibbard,呼目元.,p.25.

㊨(劣E・M・W・Tillyard,ShakejPeare'sElr&Cbmedies,ChattoandWindus,1965,P.99.

㊥(才ibid・,andp.103;alsoFryeon`thegentleBianCa,Whomeveryonelovesandpities,dealingwithhersuitors

withthegreatestcoolnessandcompetence,quietlyarrangingforherownmarriage,Whichhasnodelaysorpracti・

CaljokeslikeKatharina'S,andsettlingdowntobeundisputedmistressinherownhouse,(呼.Cit.,p.80).

・∴・ここ二・..二一°‥こ一、日・-
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⑳
F
r
y
e
.
叫
票
も
.

⑳
重
P
a
一
m
e
r
.
S
ご
h
i
s
d
i
a
E
i
c
i
n
t
O
軋
n
a
t
i
。
n
二
旨
h
n
P
a
l
m
e
r
.
評
定
計
軋
(
ぎ
ヨ
邑
ぎ
?
亀
∴
芦
払
足
首
ヨ
M
a
c
m
i
一
】
a
n
-
-
拐
N

[
-
寒
声
p
.
-
-
J
a
n
d
L
a
m
b
(
q
u
c
t
e
d
b
y
P
a
F
e
r
∵
監
予
p
一
口
芋
.
W
e
t
h
i
n
k
n
。
t
の
。
m
g
h
鼠
t
h
e
c
r
首
e
肪
W
E
c
h
t
h
e
y

c
O
m
m
i
t
a
s
O
ご
h
e
a
m
b
i
t
i
O
n
こ
h
e
a
s
p
i
r
i
n
g
s
p
i
r
i
t
二
h
e
i
n
t
e
】
訂
c
t
忘
-
a
c
t
i
壬
y
w
h
i
c
h
p
r
O
m
p
t
S
t
h
e
m
t
0
0
く
e
r
】
e
a
p
t
h
O
S
e
m
O
邑

訂
n
c
e
s
㍉

㊥
こ
れ
は
「
運
命
」
に
よ
っ
て
低
い
社
会
的
地
位
に
お
か
れ
た
彼
女
が
「
自
然
」
に
よ
っ
て
豊
か
に
与
え
ら
れ
た
も
の
。
重
∵
ビ
}
訂

ト
謎
へ
声
I
.
i
i
.
念
-
ひ
‥
へ
F
O
r
t
u
n
e
r
e
i
g
n
s
i
n
g
i
f
t
s
O
f
t
h
e
w
O
r
喜
n
〇
二
n
t
h
e
-
i
n
e
a
m
e
n
t
s
O
f
N
a
t
u
r
e
∵
a
-
誓
)
』
5
㌔
一
幕
戸
I
.

i
i
i
.
u
T
↓
‥
h
F
O
ユ
己
n
e
三
W
a
S
n
O
g
O
d
d
e
s
肪
こ
h
a
t
h
a
d
p
u
t
s
u
c
h
d
i
詳
r
e
n
c
e
b
e
t
w
i
巳
t
h
e
i
H
t
W
O
e
S
t
a
t
e
S
∵
‥
-

⑲
T
i
コ
y
a
r
d
-
竜
.
へ
ぎ
p
.
-
害
.

⑲
W
i
】
s
O
n
.
苺
.
C
叫
㌻
p
.
-
詔
.

㊥
原
話
で
は
、
彼
女
は
多
大
の
遺
産
を
う
け
つ
ぎ
、
親
籍
か
ら
多
く
の
縁
談
を
持
ち
込
ま
れ
た
が
、
彼
女
に
は
既
に
心
に
決
め
た
男
性
が
あ

っ
た
た
め
、
断
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
F
O
r
t
h
e
s
O
C
i
a
H
s
t
a
t
u
s
O
f
a
p
h
y
㌢
i
a
n
-
S
e
e
B
r
a
d
b
r
。
O
k
I
竜
,
C
ざ
p
・
-
声
a
n
d
p
,
N
雷
‥

高
O
H
t
h
O
S
e
y
O
u
n
g
e
r
等
n
S
O
ご
h
e
n
O
b
i
-
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d
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e
p
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S
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e
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p
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u
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S
e
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e
O
E
e
S
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n
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S
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O
n
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u
r
a
b
-
e
.
b
u
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i
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n
O
t
O
r
i
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u
S
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y
㌻
i
H
e
d
t
O

s
u
p
p
l
y
m
e
a
n
s
O
=
訂
夢
邑
r
↓
ぎ
富
官
爵
学
芸
=
§
ミ
薫
‡
註
=
彗
:
星
害
メ
彗
軋
遭
号
註
ぎ
詰
ご
合
ミ
旦
†

註
?
訂
墓
守
・
至
境
宝
云
乱
立
訂
尽
良
計
月
で
す
⊇
邑
罵
善
と
こ
豆
塁
、
(
m
y
i
t
a
】
i
c
s
)
.
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Q
㍉
G
.
K
.
H
u
n
t
e
r
㌦
H
n
t
r
O
d
u
c
t
i
O
n
t
e
h
i
s
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A
r
d
e
n
]
E
d
i
t
i
O
n
O
蝿
ゝ
q
h
一
式
乱
へ
当
訂
礼
h
訂
軋
一
古
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M
e
t
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u
e
ロ
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淫
建
.
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.
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a
】
s
O
E
.
K
.
C
h
a
m
b
e
r
S
I
添
乳
怠
百
害
∵
ゝ
添
さ
さ
-
S
i
d
g
w
i
c
k
蹄
l
a
c
k
s
O
n
こ
器
ニ
ー
置
半
p
.
N
O
P

⑲
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r
a
n
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t
h
e
r
5
.
e
W
O
〓
h
e
p
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i
H
O
∽
O
p
h
y
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i
c
h
H
e
訂
n
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e
苫
r
e
S
S
e
S
h
e
r
e
V
S
e
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〇
〇
l
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"
竜
.
へ
ぎ
p
p
.
-
望
ふ
r
(
里
a
】
s
O
G
.
K
.

H
u
n
t
e
r
.
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n
O
t
e
〇
n
t
h
i
s
p
a
s
s
a
g
e
i
n
h
i
s
[
A
r
d
e
n
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E
d
i
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.



㊥
L
.
C
.
K
n
i
g
h
界
諌
き
よ
㌻
貫
首
等
曽
当
ぎ
芸
C
h
a
t
叶
〇
秒
W
i
n
d
u
的
二
漂
p
p
p
.
慧
二
昌
d
.
芦

⑳
▲
里
ふ
豪
こ
5
首
ぎ
ー
∵
亀
二
罫
、
-
賢
こ
I
∴
肯
一
軍
畠
‥

L
e
t
n
O
n
e
p
r
e
S
u
m
e

T
O
W
e
a
r
a
n
u
n
d
e
s
e
r
記
d
d
i
g
n
i
t
y
.

〇
二
h
a
t
e
s
t
a
t
e
s
-
d
e
g
r
e
e
∽
a
n
d
O
読
c
e
s

W
e
r
e
n
O
t
d
e
r
i
畠
d
c
O
コ
u
p
t
-
y
V
a
n
d
t
h
a
t
c
-
e
a
r
h
O
n
O
u
r

W
e
r
e
p
u
r
c
h
a
s
e
d
b
y
t
h
e
m
e
r
i
t
O
ご
h
e
w
e
a
r
e
r
一

⑲
守
監
b
r
0
0
F
竜
.
へ
普
p
.
-
箪
前
註
㊧
参
照
。

⑲
Q
‥
G
.
K
.
〓
u
n
t
e
r
"
s
n
。
t
e
O
n
I
I
.
i
i
i
.
豊
i
n
h
i
s
[
A
r
d
e
n
]
E
d
i
t
i
。
n
O
f
t
h
e
p
-
a
y
い
も
a
-
S
。
B
r
a
d
b
r
0
0
k
-
竜
.
C
ぎ
p
p
・

-
更
で
あ
a
ロ
d
S
i
r
W
a
-
t
e
r
R
巴
e
i
g
h
(
e
d
.
)
‥
添
乳
へ
も
昌
「
へ
打
田
乳
母
鼠
く
0
-
.
H
1
-
竺
瓦
-
p
p
∵
麗
示
ふ
.

㊨
Q
㍉
W
・
W
・
L
a
w
r
e
n
c
e
二
芦
註
還
罫
ヨ
計
h
g
監
箋
二
P
さ
誌
恩
F
r
e
d
e
r
i
c
k
U
n
g
a
r
P
u
b
-
i
s
h
i
n
g
C
O
.
こ
宗
○
[
-
霊
エ
V
p
.
β
.

⑲
そ
し
て
ラ
フ
ユ
ー
も
、
年
さ
え
若
け
れ
ば
、
ヘ
リ
ナ
の
花
婿
候
補
の
列
に
加
わ
り
た
い
も
の
だ
と
云
い
(
l
I
.
i
i
i
.
∞
†
血
)
、
彼
ら
が
ヘ
リ

ナ
を
断
っ
た
と
感
違
い
し
て
、
腹
を
立
て
さ
え
す
る
1

U
Q
巴
〓
h
e
y
d
e
童
h
e
r
～
A
D
t
h
e
y
w
e
r
e
s
O
n
∽
O
h
m
i
g
こ
己
h
a
苫
t
h
e
m
宅
h
i
p
p
e
d
γ
.

さ
ら
に
、
ヘ
リ
ナ
を
捨
て
た
バ
ー
ト
ラ
ム
の
行
動
を
非
難
す
る
も
の
は
い
て
も
(
H
く
.
i
i
i
.
ツ
摩
e
t
c
.
)
、

(
バ
7
ト
ラ
ム
と
パ
ロ
リ
ス
を
除
い
て
)
い
な
い
こ
と
に
注
意
。

㊨
王
か
ら
「
身
分
」
と
「
富
」
を
与
え
ら
れ
た
後
も
、
な
お
、
「
生
ま
れ
の
威
し
さ
」
を
意
識
し
ー

h
㌢
訂
昌
.
S
i
r
こ
c
a
n
n
O
t
h
i
n
g
s
a
y
l

B
u
t
t
h
告
I
a
m
y
O
u
r
m
O
S
t
〇
b
e
d
i
e
n
t
s
e
r
く
a
n
t
.

也
へ
温
、
d
芦
C
〇
m
e
-
C
O
m
e
"
冒
ヨ
O
r
e
O
h
t
h
a
t
.

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

〝

ヴ

ィ

ラ

ン

り

(
I
I
∴
i
i
.
u
早
〕
)

こ
の
結
婚
を
非
難
す
る
も
の
は

五
五
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ェ

イ
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ス

ピ

ア

の
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ヴ
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ソ
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h
計
訂
、
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A
n
d
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く
e
r
S
h
巴
【

W
i
t
h
t
H
u
e
O
b
ぴ
e
H
d
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n
C
e
S
e
e
k
t
O
e
k
e
O
u
t
t
h
a
t

W
h
e
r
e
i
n
t
O
W
害
d
m
e
m
y
h
O
m
e
-
y
s
t
a
r
s
h
a
ま
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ピ
ー
d

T
O
e
q
u
a
-
m
y
訂
r
e
a
t
㌻
r
t
u
n
e
.
(
I
i
・
く
∴
示
ム
ー
)

己
れ
を
名
誉
の
「
盗
人
」
と
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
キ
ス
を
求
め
る
ヘ
リ
ナ
の
言
葉
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
-

I
a
m
n
O
t
W
O
r
t
h
y
0
-
t
h
e
w
e
巴
t
h
I
O
W
e
1

2
0
H
d
a
完
H
s
a
y
ゴ
s
m
i
n
e
.
a
n
d
y
e
t
i
t
i
s
い

B
u
t
L
i
k
e
a
t
i
m
O
r
O
u
S
t
h
i
e
f
V
ョ
O
S
t
㌻
i
n
w
O
u
-
d
巴
e
a
-

W
h
a
二
a
w
d
O
e
切
言
u
C
h
m
i
n
e
O
W
P
(
旨
叫
き
巳
.
∞
†
↓
)

㊥
リ
ー
チ
(
C
-
i
詳
r
d
L
e
e
c
h
-
.
T
h
e
T
h
e
m
e
O
h
A
m
b
i
t
i
O
n
i
n
b
賢
一
弐
乳
～
叫
串
邑
∵
加
計
掛
一
幕
聖
-
担
い
拉
8
8
l
(
M
a
鴫
n
h
こ
宗
吾
.

p
.
N
U
R
甘
裟
声
)
や
キ
ン
グ
(
W
a
】
t
e
r
N
.
K
i
n
g
.
れ
S
h
a
k
e
切
p
e
a
r
e
ど
れ
M
i
n
g
証
Y
a
r
n
≡
㍉
2
F
P
∴
誉
ご
(
M
a
r
c
h
L
宗
○
)
も
.
試
)

も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
古
い
思
想
は
、
王
や
公
爵
夫
人
の
よ
う
な
、
因
襲
的
な
心
の
持
主
に
対
す
る
ヘ
リ
ナ
の
言
葉
に
み
ら
れ

る
も
の
で
、
彼
女
の
独
白
に
は
出
て
こ
な
い
が
、
し
か
し
、
彼
ら
に
対
す
る
ヘ
リ
ナ
の
言
葉
が
嘘
で
あ
る
と
す
る
の
は
当
る
ま
い
。
善
人
で

あ
る
と
同
時
に
「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
」
で
あ
る
ヘ
リ
ナ
の
、
こ
れ
は
、
避
け
が
た
い
二
面
性
な
の
で
あ
る
。
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p
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p
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∵
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華
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p
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㊥
し
か
し
、
ヘ
リ
ナ
の
場
合
、
野
心
と
云
っ
て
も
恋
の
野
心
で
あ
り
、
己
れ
以
外
に
頼
る
も
の
を
も
た
ぬ
恋
す
る
女
が
、
恋
の
力
に
よ
っ
て

大
胆
に
な
り
(
令
〓
e
r
m
i
a
㌦
d
e
許
n
c
e
O
h
h
e
r
ど
h
e
r
a
n
d
t
h
e
A
t
h
e
n
i
a
n
F
w
.
A
き
詮
㌻
塁
等
妄
璧
さ
h
ざ
§
こ
i
.
怒
ふ
鳶
、

と
も
す
れ
ば
絶
望
的
に
な
る
己
れ
を
励
ま
す
た
め
の
、
こ
れ
は
、
言
葉
で
あ
る
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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∴
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b
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p
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c
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切
S
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i
t
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∈
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u
邑
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u
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㊥
『
以
尺
報
尺
』
の
大
公
グ
ィ
ソ
セ
ン
シ
オ
ウ
が
、
同
様
の
企
ら
み
を
め
ぐ
ら
す
の
も
、
僧
(
琵
a
ユ
と
し
て
で
あ
る
。

㊥
こ
の
こ
と
は
、
二
つ
の
難
題
の
う
ち
の
一
-
バ
ー
ト
ラ
ム
の
子
を
も
う
け
る
こ
と
1
が
、
劇
作
上
の
必
要
か
ら
で
も
あ
ろ
う
が
、
原

話
と
比
べ
て
、
随
分
不
十
分
な
解
決
に
終
っ
て
い
る
こ
と
に
も
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
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r
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h
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h
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i
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n
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h
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へ
㌣
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.
軍
ふ
中

⑳
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∵
h
e
K
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的
㌦
C
。
m
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n
t
。
n
t
h
e
y
。
告
g
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r
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r
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訂
√
r
F
u
T
念
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ひ
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声
a
n
d
P
P
r
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れ
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追
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ラ
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